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2 議題 
(1) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 


(2) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 





(3) 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 (素案 


~~ 














(4) その 他 


資料 1 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」(2020 年 4 月 1 日 ) 


IT . はじめ に 

〇 本 専門 家 会 議 は 、 去 る 3 月 19 日 に 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 
言 」 (以下 「3 月 19 日 の 提言 」 と いう 。) を 発表 し 、 そ の 後 、 海 外 か ら の 移入 が 増加 し て 
いた こと も 踏ま え 、3 月 26 日 に 「 ま ん 延 の お それ が 高い 」 状 況 で ある 冒 の 報告 を 行っ 
た 。 こ れ を 受け 、 同 日 付け で 政府 で は 政府 対策 本 部 を 立ち 上 げ ら れ た が 、 前 回 の 提言 か 
ら 約 2 週間 が 経過 し た の で 、 最 新 の 情報 に 基づい て 状況 分 析 を 更新 する と と も に 、 提 言 
を 行う こと と し た 。 


エエ 状況 分 析 

1. 国内 (全国 ) の 状況 

〇 前 回 の 「3 月 19 日 の 提言 」 か ら 2 週間 が 経過 し た 現在 の 全国 的 な 状況 に つい て は 、 
・ 新 規 感染 者 数 は 、 日 ご と の 差 は ある も の の 、3 月 26 日 に 初め て 1 日 の 新規 感染 者 数 が 
100 人 を 超え 、 累 積 感染 者 数 は 3 月 31 日 に は 2000 人 を 超え る に 至っ て いる 。 特に 、 確 
定 日 別 で も 発病 日 別 で も 都市 部 を 中 心 に 感染 者 数 が 急増 し て いる 。31 日 は 、 東 京都 で 
78 人 、 大 阪 府 で は 28 名 な どの 新規 感染 者 が 確認 され た 。 こ うし た 地域 に お いて は 、 ク 
ラス ター 感染 が 次 々 と 報告 され 、 感 染 源 (リン ク ) が 分 か ら な い 患 者 数 が 増加 する 状 
況 が 見 られ た 。 

【 図 1. 日 本 全国 に お ける 流行 曲線 ( 左 図 : 確定 日 別 、 右 図 : 発病 日 別 ) 】 


2 確定 日 毎 の 流行 曲線 (N=1895 人 ) 発病 日 毎 の 流行 曲線 (N=1542 人 ) 
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・ 日 本 全国 の 実効 再生 産 数 (感染 症 の 流行 が 進行 中 の 集団 の ある 時 刻 に お ける 、 1 人 の 
感染 者 が 生み 出し た 二 次 感染 者 数 の 平均 値 ) は 、3/15 時 点 で は 1 を 越え て お り 、 そ の 
後 、3 月 21 日 か ら 30 日 まで の 確定 日 デー タ に 基づく 東京 都 の 推定 値 は 1.7 で あっ た 。 
今後 の 変動 を 注視 し て いく 必要 が ある 。 
また 、 海 外 か ら の 移入 が 疑わ れる 感染 者 に つい て は 、 3 月 上 旬 頃 まで は 、 全 陽性 者 数 
に 占め る 割合 が 数 % 台 で あっ た も の の 、3 月 11 日 前 後 か ら 顕 著 な 増加 を 示し 、3 月 22 
日 、23 日 頃 に は 4 割 近く を 占め る よう に な っ た 後 、 直 近 は や や 減少 に 転 し て いる 。 
・ 最 近 は 、 若 年 悦 だ け で な く 、 中 高 年 層 も クラ スタ ー 発 生 の 原因 と な っ て き て いる 
OA A Gt 
卒業 旅行 、 夜 の 会 合 の 場 、 合 唱 ・ ダ ンス サー クル な ど が 上 げ ら れる 。 特に 、 台 東 
ee ける クラ スタ ー に つい て は 全貌 が 見 えて お ら ず 、 引 き 続 き 注 意 が 必要 で ある 。 






























































【 図 3. 実効 再生 産 数 日 本 全国 、 東 京 と 東京 近郊 、 大 阪 】 
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※ 推定 され た 感染 時 刻 別 の 新規 感染 者 数 ( 左 縦 還 ・ 棒 グラ フ : 黄色 は 国内 発生 推定 感染 時 刻 別 の 感染 者 
数 、 紺 色 は 推定 感染 時 刻 別 の 輸入 感染 者 数 ) と それ に 基づく 実効 再生 産 数 (1 人 あたり が 生み 出し た 2 
次 感染 者 数 ・ 青 線 ) の 推定 値 。 青 線 は 最 光 推定 値 、 薄 青い 影 は 95% 信 頼 区 間 で ある 。 
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【 図 4. 都 道 府 県 別 に みた 感染 源 (リン ク ) が 未知 の 感染 者 数 の 推移 (報道 ペース) 】 


140 
































120 か ら 3 月 22 日 まで の 報告 
首府 県 公表 値 に 基づく ) 
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3 月 23 日 か ら 3 月 29 
( 都 道 府 県 公表 値 に 
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尋 症 現下 応 理 ヨ 時 択 昌 蓋 寧 中 押 失 振 財 時 雪 只 党 編 際 川 規 所 U 少 敵 占 瑞 医 氏 ヨ 黙 四 聡 地 陸 理由 回 ミポ 陣 正基 









































※ 2020 年 3 月 16 日 て 22 日 、3 月 23 日 ~29 日 の 間 に 報 道 発 表 さ れ た 各 都 道府県 の 感染 源 が 分 か ら 
な い 感 染 者 数 の 推移 (報道 ベー ス )。 こ れ ら の うち 積極 的 疫学 調査 に よっ て 感染 源 が 探知 され た 者 
は 、 今 後 、 集 計 値 か ら 引 か れ て いく こと に な る 。 流動 的 な 数 値 で ある こと に 注意 が 必要 で ある 。 















































【 図 5. 夜 の 街 ク ラス ター に つい て (東京 都 )】 














※ 特定 業種 











30 キャ バレ ー 等 wt) 
( 注 ) その よう な 営業 を 行っ て いる 、 い わ ゆ る クラ ブ 、 
ラウ ンジ 、 キ ャ バク ラ 等 を 含む 。 
25 ナイ トク ラブ 等 ck2) 


バー、 酒場 等 ws) 














トゥ 
© 


※1 風営法 の 接待 飲食 店 等 営業 (設備 を 設け て 客 の 接待 を し て 客 に 遊興 又は 
飲食 を させ る 営業 ) 

※2 風営法 の 特定 遊興 飲食 店 (設備 を 設け て 客 に 遊興 を させ 、 か つ 、 
客 に 飲食 を a 営業 (2 ) で 。 還 














症例 数 [ 例 ] 


飲食 店 営業 (深夜 (午前 零 時 か ら 午 前 六 時 ) に お 











10 いて 、 て 客 に 酒類 を 提供 し て 営む 飲食 店 営業 (営業 の 常態 と し 
て 、 通 常 主食 と 認め られ る 食事 を 提供 し て 営む も の を 除く 。) 





1 月 8 日 
3 月 18 日 
3 月 25 日 


1 月 15 日 
1 月 22 日 
1 月 29 日 

2 月 5 日 
2 月 12 日 
2 月 19 日 
2 月 26 日 

3 月 4 日 
3 月 11 日 


1 月 1 日 


確定 日 
ロ 特 定 業種 に 関連 し た 事例 昌 そ の 他 の 撤 発 例 





〇 以上 の 状況 か ら 、 我 が 国 で は 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 オ ー バ ーシュ ー ト ( 爆 
発 的 患者 急増 り ) は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 次 々 と 報告 さ 
れ 、 感 染 者 数 が 急増 し て いる 。 そ うし た 中 、 医 療 供給 体制 が 宙 迫 し つつ ある 地域 が 出 
て き て お り 医 療 供 給 体制 の 強化 が 喫 監 の 課題 と な っ て いる 。 

















〇 _ いわゆる 「 医 療 崩壊 」 は 、 オ ー バ ーシュ ー ト が 生じ て か ら 起 こる も の と 解 さ れる 向 





きも ある 。 し か し 、 新 規 感染 者 数 が 急増 し 、 ク ラス ター 感染 が 頻繁 に 報告 され て いる 
現状 を 考え れ ば 、 爆 発 的 感染 が 起こ る 前 に 医療 供給 体制 の 限度 を 超え る 負担 が か か り 
医療 現場 が 機能 不全 に 陥る こと が 予想 され る 。 


2. 海外 の 状況 

〇 この 間 、 欧 州 や 米国 で は 感染 が 爆発 的 に 拡大 し 、 世 界 の 状況 は より 上 厳し いも の と な 
っ て いる 。 こ うし た 国々 で は 、 医 療 崩 壊 に より 十分 な 医療 が 受け られ な い 状 況 が 起き 
て お り 、 日 本 で も その 場面 を 取り 上 げた 報道 が な され て いる 。 




















【 図 6. 累積 感染 者 数 の 国 別 推移 】 











1 月 23 日 
1 月 28 日 
2 月 2 日 
2 月 7 日 
2 月 12 日 
2 月 17 日 
2 月 22 日 
2 月 27 日 | 
3 月 3 日 
3 月 8 日 
3 月 13 日 
3 月 18 日 
3 月 23 日 
3 月 28 日 





! オー バー シュ ー ト : 欧米 で 見 られ る よう に 、 爆 発 的 な 患者 数 の 増加 の こと を 指す が 、2~3 日 で 累積 
患者 数 が 倍増 する 程度 の スピ ー ド が 継続 し て 認め られ る も の を 指す 。 異常 な スピ ー ド で の 患者 数 増加 
が 見 込ま れる た め 、 一 定期 間 の 不要 不 急 の 外出 自粛 や 移動 の 制限 (いわ ゆる ロッ クダ ウン に 類する 措 
置 ) を 含む 速やか な 対策 を 必要 と する 。 な お 、3 月 21~30 日 まで の 10 日 間 に お ける 東京 都 の 確定 日 
別 患 者 数 で は 、2.5 日 毎 に 倍増 し て いる が 、 院 内 感染 ギリ ンク が 追え て いる 患者 が 多く 含ま れ て いる 
状況 に あり 、 こ れ が 一 過 性 な 傾向 な の か を 含め 、 継 続 的 に 注視 し て いく 必要 が ある 。 
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【 図 7. 新規 感染 者 数 の 国 別 推移 (確定 日 ベー ス ) 】 
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1. 地域 ご と の 対応 に 関す る 基本 的 な 考え 方 に つい て 
〇  「3 月 19 日 の 提言 」 に お ける 「I. 7. 地域 ご と の 対応 に 関す る 基本 的 な 考え 方 」 に 


お いて は 、 ク ラス ター 連 針 の 防止 を 図っ て いく た め の 「 対 策 の バラ ンス 」 の 考え 方 を 、 
地域 の 感染 状況 別に 整理 し た も の で ある 。 











〇 し か し 、 自 治 体 な どか ら 、「 自 ら の 地域 が 3 分 類 の どこ に 当たる の か 教え て 欲し い 」 
と いう 要望 が ある こと や 、 前 提 と な る 地域 の まん 延 の 状況 や 、 医 療 提供 体制 の 朋 迫 の 
状況 を 判断 する 際 の 、 国 ・ 都 道府県 で 共通 の フォ ー マ ッ ト と な る 指標 の 考え 方 が 対外 
的 に 示さ れ て いな い 、 と いう 課題 が 指摘 され た 。 


























2. 市 民 の 行動 変容 の 必要 性 
〇  「3 月 19 日 の 提言 」 に お いて は 、「 短 期 的 収束 は 考え に くく 長期 戦 を 覚悟 する 必要 が 
あり ます 」 と し た 上 で 、 市 民 の 方 に 対し 、 感 染 リ スク を 下げ る た め の 行 動 変容 の お 願 


ゆい を し た 。 














〇 し か し 、 び 集団 感染 が 確認 され た 場 に 共通 する 「3 つ の 密 」 を 避け る 必要 性 に つい 
て の 専門 家 会 議 か ら 市 民 の 方 へ の メッ セー ジ が 十分 に 届か な か っ た と 考え られ る こ 
と 、② こ の と ころ 、「 コ ロナ 疲れ 」「 自 粛 疲 れ 」 と も 言え る 状況 が 見 られ 、 一 部 の 市 民 
の 間 で 警戒 感 が 予想 以上 に 緩ん で し まっ た こと 、⑨⑧③ 国 民 の 行動 変容 や 、 健 康 管理 に 当 
た っ て 、 ア プリ な ど SNS を 活用 し た 効率 的 か つ 双 旋 向 の 取組 が 十分 に は 進ん で いな 
いこ と な どの 課題 が あっ た 。 




































































3. 医療 提供 体制 の 構築 等 に つい て 

(1) 重症 者 を 優先 する 医療 提供 体制 の 構築 

〇 今後 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の 患者 が 大 幅 に 増え た 場合 に 備え 、 こ の 感染 症 に 
よる 死者 を 最大 限 減ら す た め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 や その 他 の 疾患 を 含め た 、 
地域 の 医療 提供 体制 の 検討 ・ 整 備 を 行う こと が 必要 で ある 。 




















(2) 病院 、 福 祉 施設 等 に お ける 注意 事項 等 

〇 大 分 県 、 東 京都 、 千 葉 県 な ど で 数 十 名 か ら 100 名 近い 病院 内 ・ 施 設 内 感染 が 判明 し 
た 。 高齢 者 や 持病 の ある 方 な ど に 接する 機会 の ある 、 医 療 、 介 護 、 福 祉 関係 者 は 一 層 
の 感染 対策 を 行う こと が 求め られ る ほか 、 利 用 者 等 を 介 し た 感 集 の 拡大 を 防止 し て い 
く こ と が 求め られ る 。 


IV. 提言 

1 . 地域 区 分 に つい て 

(1) 区 分 を 判断 する 際 に 、 考 慮 すべ き 指 標 等 に つい て 

〇 地域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 は 以下 の と お り で ある 。 

















咽 


























〇 感染 症 情報 の リア ル タ イ ム で スム ー ズ な 情報 の 把握 に 努め られ る よう 、 都 道府県 に よ 
る 報告 に 常に 含む 情報 や タイ ミン グ に 関し て 統一 する よう 、 国 が 指示 等 を 行う と と も に 、 
国 ・ 都 道府県 の 双方 向 の 連携 を 促進 する べき で ある 。 















































【 地 域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 】 

指標 考え 方 

① 新 規 確定 患者 数 | 〇 感染 症 法 に 基づい て 届出 され た 確定 愚者 数 。 各 確定 日 で 把握 可能 。 約 2 
週間 程度 前 の 感染 イベ ント を 反映 する こと に 注意 を 要する 。 

























































































② リ ンク が 不明 な | 〇 都 道 府 県 内 保健 所 に よる 積極 的 疫学 調査 の 結果 、 感 染 源 が 不明 な 感染 
新規 確定 患者 数 者 。 地域 に お ける コミ ュ ニ ティ 伝播 を 反映 する 。 

〇 報告 時 上 点 で は 、 リ ンク が つなが っ て いな いこ と も 多く 、 把握 に は 日 数 を 
要する 。 

〇 海外 か ら の 輸入 例 は ここ か ら 別 途 集計 すべ き で ある 。 













































































③ 帰 国 者 ・ 接 触 者 外 | 〇 オー バー シュ ー ト (爆発 的 患者 急 














肖 ) を 可能 な 限り 




















来 の 受診 者 数 確定 患者 に 頼ら な い リ アル タイ ム の 情報 分 析 が 重要 で ある 。 
③④ 帰国 者 ・ 接 触 者 相 | の つ 〇 て ⑤ の 数 値 の 動向 も 踏ま ほえ て 総合 的 な 検討 を 要 す 。 
















































































談 セ ンタ ー の 相 
談 東 票 の 数 項目 |※ ① 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 受診 を 指示 され た 件 数 (報告 日 別 ) 、 
(※) ② 医 療 機関 か ら の 相談 件 数 (報告 日 別 ) 推移 の 2 














⑥⑤⑥ P CR 検査 等 の 
件 数 及び 陽性 率 























早く 捉え る た め に 、 




















項 























※ 加え て 、 実効 再生 産 数 (感染 症 の 流行 が 進行 中 の 集団 に お いて 、 あ る 時 刻 に お ける 1 








人 の 感染 者 が 生み 出し た 実際 の 二 次 感染 者 数 の 平均 値 ) が 地域 で の 急激 な 感染 拡大 ( オ 
こ 有 用 で ある 。 し か し 、 推 定 に は 専門 
家 の 知 見 を 借り て 示す 必要 が あり 、 また 、 当該 感染 症 に お いて は 感染 か ら 報 告 ま で の 時 

















バー シュ ー ト (爆発 的 患者 急増 )) の 事後 評価 


























間 の 遅れ が 長い た め 概 ね 2 週 前 の 流行 動態 まで し か 評価 で き な い 。 


【 地 域 の 医療 提供 体制 の 対応 を 検討 する 上 で 、 あ ら ヵ 




















利用 可能 な 病床 数 と 、 そ の 稼働 率 や 空 床 数 


OO 


医療 従事 者 の 確保 状況 
な ど を 、 定 期 的 に 把握 し て お か な く て は な ら な い 。 











〇 地域 ご と の 医療 機関 の 切迫 度 を 、 こ れ ら の 指標 か ら 適宜 把 】 











拡大 や 、 将来 の 患者 急増 が 生じ た 場合 な ど に 備え 、 
構築 を 図っ て いく こと が 重要 で ある 。 











(2) 地域 区 分 の 考え 方 に っ いて 





〇 「3 月 19 日 の 提言 」 に お ける 「 了 I. 7. 地域 ご と 


0 



































ヽ じ め 把 握 し て お くべ き 指 標 等 】 
〇 また 、 都 道府県 は 、 こ れ 以 外 に 、 地域 の 状況 を 判断 する 上 で 、 医 療 提供 体制 に 与え る 
イン パク ト を 合わ せ て 考慮 する 必要 が ある 。 つ いて は 、 


利用 可能 な 人 工 呼吸 器 数 ・BCMO 数 と 、 そ の 稼働 状況 














量 し て いく こと に より 、 感染 
重症 者 を 優先 する 医療 提供 体制 等 の 





の 対応 に 関す る 基本 的 な 考え 方 」 に 








に 勘案 し て 判断 され る べき も の と 考え る 。 な お 、 前 回 の 3 つの 地域 
り 感染 状況 を 適切 に 表す ① 感 染 拡大 警戒 地 域 、② 感 染 確認 地域 、③ 感 染 未 確認 地域 と い 





う 名 称 で 呼ぶ こと と する 。 








標 や 近隣 県 の 状況 な ど を 総合 的 
区 分 に つい て は 、 よ 


各地 域 区 分 の 基本 的 な 考え 方 や 、 想 定 さ れる 対応 等 に つい て は 以下 の と お り 。 

感染 拡大 の 役割 を ほとん ど 果 た し て 
は いな いと 考え られ て いる 。 し た が っ て 、 学 校 に つい て は 、 地 域 や 生活 閣 ご と の まん 延 
の 状況 を 踏ま えて いく こ と が 重要 で ある 。 ま た 、 子 ども に 関す る 新た な 知見 が 得 ら れ た 














な お 、 現 時 点 の 知見 で は 、 子 ども は 地域 に お いて 

















場合 に は 、 適 宜 、 学 校 に 関す る 対応 を 見 直し て いく 





①「 感 染 拡大 警戒 地域 」 





〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 比較 し て 大 幅 
IN オー バー シュ ー ト (4 脚注 参照 。 爆発 的 患者 急増 ) と 呼べ 


の 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 者 に つ 











る ほど の 状況 に は 至っ て いな い 。 ま た 、 直 近 1 週間 
いて も 、 の PCD DB の 
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も の と する 。 











: 調 が 確認 され る 。 




















〇 重症 者 を 優先 する 医療 提供 体制 の 構築 を 図っ て も な お 、 医療 提供 体制 の キャ パシ ティ 
等 の 観点 か ら 、 近 い 将 来 、 切 迫 性 の 高い 状況 又は その お それ が 高まっ て いる 状況 。 








< 想定 され る 対応 > 

〇 オー バー シュ ー ト (爆発 的 患者 急増 ) を 生じ させ な いよ う 最 大 限 取り 組ん で いく 観点 
か ら 、「3 つの 条件 が 同時 に 重なる 場 」” (以下 「3 つの 和 穴 」 と いう 。) を 避け る た め の 取 
組 (行動 変容 ) を 、 よ り 強 く 徹底 し て いた だ く 必 要 が ある 。 

















〇 例え ば 、 自 治 体 首長 か ら 以 下 の よ うな 行動 制限 メッ セー ジ 等 を 発信 する と と も に 、 市 
民 が それ を 守る と と も に 、 市 民 相互 に 啓発 し あう こと な ど が 期待 され る 。 

・ 期 間 を 明確 に し た 外出 自粛 要請 、 
・ 地 域 レ ベル で あっ て も 、10 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 を 避け る こと 、 
・ 家 族 以 外 の 多 人 数 で の 会 食 な ど は 行わ な いこ と 、 

・ 具 体 的 に 集団 感染 が 生じ た 事例 を 踏ま ほえ た 、 注 意 喚起 の 徹底 。 










































































〇 また 、 こ うし た 地域 に お いて は 、 そ の 地域 内 の 学校 の 一 許 臣 時 休業 も 選択 肢 と し て 検 
討 す べき で ある 。 














②「 感 染 確認 地域 」 

〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 比較 し て 一 定 
程度 の 増加 幅 に 収まっ て お り 、 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 者 数 に つい て も あま り 増 加 し 
て いな い 状 況 に ある 地域 (ひで も ③ で も な い 地 域 ) 




















< 想定 され る 対応 > 

・ 人 の 集まる イベ ント や 「3 つの 比 」 を 徹底 的 に 回 避 す る 対策 を し た うえ で 、 感 染 拡大 
の リス ク の 低い 活動 に つい て は 、 実 施す る 。 

・ 具 体 的 に は 、 屋 内 で 50 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 は 控え る こと 

・ ま た 、 一 定 程 度 に 収まっ て いる よう に 見 えて も 、 感 染 拡 大 の 兆し が 見 られ た 場合 に は 、 

感染 拡大 の リス ク の 低い 活動 も 含め て 対応 を 更に 検討 し て いく こと が 求め られ る 









































a 





③「 感 染 未確認 地域 」 
〇 直近 の 1 週間 に お いて 、 感 染 者 が 確認 され て いな い 地 域 (海外 帰国 の 輸入 例 は 除く 。 
直近 の 1 週間 に お いて リン ク な し の 感染 者 数 も な し ) 











< 想定 され る 対応 > 
・ 屋 外 で の スポ ー ツ や スポ ー ツ 観戦 、 文 化 ・ 芸 術 施設 の 利用 、 参 加 者 が 特定 され た 地域 
イベ ント な ど に つい て は 、 適 切な 感染 症 対策 を 講じ た うえ で 、 そ れ ら の リス ク の 判断 
を 行い 、 感 染 拡大 の リス ク の 低い 活動 に つい て は 注意 を し な が ら 実 施す る 。 
・ ま た 、 そ の 場合 で あっ て も 、 急 激 な 感染 拡大 へ の 備え と 、「3 つの 密 」 を 徹底 的 に 回 避 
する 対策 は 不可 欠 。 いつ 感染 が 広がる か わか ら な い 状況 の た め 、 常に 最新 情報 を 取り 


























‘ a 条件 が 同時 に 重なる 場 」 : これ まで 集団 感染 が 確認 され た 場 に 共通 する 「① 換 気 の 悪い 密閉 空 
、(② 人 が 密集 し て いる 、③ 近 距離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる 」 と いう 3 つの 条件 が 同時 に 重なっ た 
2 ER に SI の の | と いう 。 
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入れ た 啓発 を 継続 し て も らい た い 。 


2. 行動 変容 の 必要 性 に つい て 





(1) 「3 つの 密 」 を 人 避け る た め の 取 組 の 徹底 に つい て 








〇 日 本 で は 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感 染 拡大 防止 の 効果 を 最 
大 限 に する た め 、「① ク ラス ター (患者 集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対 応 」、「② 愚 者 の 早期 
診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 」 、「⑨ 市 民 の 行動 変容 」 とい 
う 3 本 柱 の 基本 戦略 に 取り 組ん で きた 。 

し か し 、 今 般 、 大 都市 園 に お ける 感染 者 数 の 急増 、 増 え 続 ける クラ スタ ー 感 染 の 報 
告 、 世 界 的 な パン デミ ッ ク の 状況 等 を 踏ま える と 、3 本 柱 の 基本 戦略 は さら に 強化 す 
る 必要 が あり 、 な か で も 、「③ 市 民 の 行動 変容 」 を より 一 層 強 め て いた だ く 必 要 が ある 
と 考え て いる 。 
































































































































〇 この た め 、 市 民 の 皆様 に は 、 以 下 の よ うな 取組 を 徹底 し て いた だ く 必 要 が ある 。 

・「3 つの 密 」 を で きる 限り 避け る こと は 、 自 身 の 感染 リス ク を 下げ る だ け で な く 、 多 く 
の 人 々 の 重症 化 を 食い 止め 、 命 を 救う こと に 繋が る こと に つい て の 理解 の 浸透 。 

・ 今 一 度 、「3 つの 密 」 を で きる 限り 避け る 取組 の 徹底 を 図る 。 

・ ま た 、 人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 特 に 大 き な 声 を 出す こと や 歌う こと を 避け て いた だ 
Ss 

・ さ ら に 、「3 つ の 密 」 が より 濃厚 な 形 で 重なる 夜 の 街 に お いて 、 
① 和 夜間 か ら 早 朝 に か け て 営業 し て いる バー、 ナ イト クラ ブ な ど 、 接 客 を 伴う 飲食 店 業 

へ の 出入 り を 控え る こと 。 

② カ ラオ ケ ・ ラ イブ ハウ ス へ の 出入 り を 控え る こと 。 

・ ジ ム 、 重 球 な ど 呼 気 が 激しく な る 室内 運動 の 場面 で 集団 感染 が 生じ し て いる こと を 踏ま 
えた 対応 を し て いた だ く こ と 。 

・ こ うし た 場所 で は 接触 感染 等 の リス ク も 高い た め 、「 蜜 」 の 状況 が 一 つ で も ある 場合 に 
は 普段 以上 に 手洗 いや 咳 エ チケ ッ ト を は じ め と し た 基本 的 な 感染 症 対策 の 徹底 に も 留 
意 す る こと 。 

















































































































(2) 自分 が 患者 に な っ た と き の 、 受 診 行 動 に つい て 











〇 感染 予防 、 感 染 拡大 防止 の 呼び か け は 広まっ て いる が 、 患 者 と な っ た と き の 受 診 行 
0 >* で ある 。 例え ば 、 受 診 基 準 に 達する よう な 体調 の 変化 が 続い た 場合 
、 自 分 の 居住 地 で は 、 ど こ に 連絡 し て どの よう な 交通 手段 で 病院 に 行け ば いい の 
i が 患者 に な っ た 時 、 ど の よう に 行動 すべ きか 、 事 前 に 調べ て 理解 し て お き 、 
家族 や 近しい 人 々 と 共有 する こと も 重要 で ある 。 


















































〇 こう し た 備え を 促進 する た め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 経験 し た 患者 や 家族 な 
どか ら 体 系 的 に 体験 談 を 収集 し 、 情 報 公開 する 取り 組み に も 着手 すべ き で ある 。 














(3) I CT の 利 活用 に つい て 














〇 感染 を 収束 に 向かわ せ て いる アジ ア 諸 国 の な か に は 、 携 帯 端末 の 位置 情報 を 中 心 に ッ 
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ー ソ ナル デー タ を 積極 的 に 活用 し た 取組 が 進ん で いる 。 感 染 拡大 が 懸念 され る 日 本 に お 
いて も 、 プラ イバシー の 保護 や 個人 情報 保護 法制 な どの 観点 を 踏ま えつ つ 、 感染 拡大 が 
予測 され る 地域 で の クラ スタ ー (患者 集団 ) 発生 を 早期 に 探知 する 用 途 等 に 限定 し た パ 
ー ソ ナル デー タ の 活用 も 一 つの 選択 肢 と な りう る 。 た だ し 、 当 該 チ ニー マ に つい て は 、 
様々 な 意見 ・ 懸 念 が 想定 され る た め 、 結論 あり き で は な い 形 で 、 一 般 市 民 や 専門 家 な ど 
を 巻き 込ん だ 議論 を 早急 に 開始 すべ き で ある 。 













































































〇 また 、 感 染 者 の 集団 が 発生 し て いる 地域 の 把握 や 、 行政 に よる 感染 拡大 防止 の た め の 
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施策 の 推進 、 保健 所 等 の 業務 効率 化 の 観点 、 並び に 、 市 民 の 感染 予防 の 意識 の 向上 を 通 
じ た 行 動 変 容 へ の きっ か け と し て 、 ア プリ 等 を 用 いた 健康 管理 等 を 積極 的 に 推進 すべ き 
で ある 。 























地域 の 医療 提供 体制 の 確保 に つい て 








( 1 


) 重症 者 を 優先 し た 医療 提供 体制 の 確保 に つい て 


己 1 











QO 


〇 


〇 
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( 2 





今後 と も 、 感 染 者 数 の 増大 が 見 込ま れる 中 、 地 域 の 実情 に 応じ た 実行 性 の ある 医療 
提供 体制 の 確保 を 図っ て いく 必要 が ある 。 



































特に 、 東 京 、 神 奈川 、 愛 知 、 大 阪 、 兵 庫 の 5 県 に お いて は 、 人 口 集中 都市 を 有する 
こと か ら 、 医 療 提供 体制 が 切迫 し て お り 、 今 日 明日 に で も 抜本 的 な 対策 を 講じ る こと 
が 求め られ て いる 











アク 





また 、 そ の 際 に は 感染 症 指定 医療 機関 だ け で な く 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 協力 医療 
機関 、 大 学 病院 な ど 、 地 域 に お ける 貴重 な 医療 資源 が 一 丸 と な っ て 、 都 道府県 と 十分 
な 連携 ・ 調 整 を 行い 、 ど の 医療 機関 で 新型 コ A け 入 れる か 、 ま 
た 逆 に どの 医療 機関 が 他 の 疾患 の 患者 を 集中 的 に 受け 入れ る か 、 に 他 の 医療 機関 
A ON 
戦 で 医療 を 担っ て いた だ く 必 要 が ある 。 










































































併せ て 、 軽 症 者 に は 自宅 療養 以外 に 施設 で の 宿泊 の 選択 肢 も 用 意 す べき で ある 。 














) 病院 、 施 設 に お ける 注意 事項 








QO 


〇 














大 分 県 、 東 京都 、 千 葉 県 な ど で 数 十 名 か ら 100 名 近い 病院 内 ・ 施 設 内 感染 が 判明 し 
人 一 般 に 、 病 院内 感染 、 施 設 内 感染 に お ける 感染 ルー ト は 、① 医 療 従事 者 、 福 祉 施 
従事 者 か ら の 感染 、② 面 会 者 か ら の 感染 、⑧ 叫 者 、 利用 者 か ら の 感染 が 考え られ 
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この うち 、 医 療 従 事 者 、 福 祉 施設 従事 者 等 に 感染 が 生じ た 場合 に は 、 抵 抗力 の 弱い 
患者 、 高 齢 者 等 が 多数 感染 し 、 場 合 に よっ て は 死亡 に つなが りか ね な い 極 め て 重大 な 
問題 と な る 。 こ う し た 点 を 、 関 係 者 一 人 一 人 が 強く 自覚 し 、「 3 つの 条件 が 同時 に 重 な 
る 場 」 を 人 避け る と いっ た 感染 リス ク を 減ら す 努 力 を する 、 院 内 で の 感染 リス ク に 備え 
る 、 日 々 の 体調 を 把握 し て 少し で も 調子 が 悪けれ ば 自宅 待機 する 、 症 状 が な く て も 愚 
者 や 利用 者 と 接する 際 に は 必ず マス ク を 着用 する な どの 対策 に 万 全 を 期す べき で あ 

る 。 特 に 感染 が 疑わ れる 医療 、 福 祉 施設 従事 者 等 に つい て は 、 迅 速 に PCR 検 査 等 を 
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行え る よう に し て いく 必要 が ある 。 











〇 また 、 面 会 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 こ の 時 期 、 面 会 は 一 時 中 止 と する こと な ど を 
検討 すべ き で ある 。 さらに 、 





愚者 、 利 用 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て い 
る 地域 に お いて は 、 福 祉 施設 で の 通所 サー ビス な どの 一 時 利用 を 制限 (中 止 ) する 、 
入院 患者 、 利 用 者 の 外 | 




















、 外 泊 を 制限 (中止 ) する 等 の 対応 を 検討 すべ き で ある 。 
〇 入院 愚者 、 利 用 者 に つい て 、 





























新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 疑っ た 場合 は 、 早 急 に 個 


室 隔 離し 、 保 健 所 の 指導 の 下 、 感 染 対策 を 実施 し 、 標 準 予防 策 、 接 触 予防 策 、 飛 涼感 
染 予 防 策 を 実施 する 。 





(3) 医療 崩壊 に 備え た 市 民 と の 認識 共有 
〇 我が国 は 、 























幸い 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な いわ ゆる 「 医 療 崩 壊 」 は 生じ て いな い 。 
今後 と も 、 こ うし た 事態 を 回 避 す る た め に 、 政 府 や 市 民 が 最善 の 努力 を 図っ て いく こ 


と が 重要 で ある 。 一 方 で 、 諸 外国 の 医療 現場 で 起き て いる 厳し い 事 態 を 踏ま それ ば 、 
様々 な 将来 の 可能 性 も 想定 し 、 人 工 呼 吸 器 な ど 限 られ た 医療 資源 の 活用 の あり 方 に つ 
いて 、 市 民 に も 認識 を 共有 し て 行く こと が 必要 と 考え る 。 





























政府 等 に 求め られ る 対応 に つい て 








4 . 
〇 





政府 に お いて は 、 上 記 1 3 の 取組 が 確保 され る よう に する た め 、 休 業 等 を 余儀なく 
され た 店 舗 等 の 事業 継続 支援 や 従業 員 等 の 生活 支援 な ど 経 済 的 支援 策 を は じ め 、 医 療 提 
供 体制 の 崩壊 を 防ぐ た め の 病 床 の 確保 、 医 療 機器 導入 の 支援 な ど 医療 提供 体制 の 整備 、 


重症 者 増加 に 備え た 人 材 確保 等 に 万 全 を 期す べき で ある 。 

















〇 併せ て 、3 月 9 日 、3 月 19 日 の 専門 家 会 の 提言 及び 3 月 28 日 の 新型 コロ ナウ イル ス 基 
本 的 対処 方 針 で 述べ られ て いる 、 保健 所 及び クラ スタ ー 班 へ の 強化 が 、 未 だ 極め て 不 十 
分 な の で 、 ク ラス ター の 発見 が 遅れ て し まう 例 が ! 
対応 を 求め た い 。 























て いる 。 国 及び 都 道 府 県 に は 迅速 な 








〇 さき さら に 、 既 存 の 治療 薬 等 の 治療 効果 及び 安全 性 の 検討 な どの 支援 を 行う と と も に 、 新 
た な 国内 発 ワ クチ ン の 開発 を さら に 加速 する べき で ある 。 


〇 世界 各国 で 、「 ロ ッ ク ダ ウン 」 が 講じ られ る 中 、 市 民 の 行動 変容 と クラ スタ ー の 早期 発 

見 ・ 早 期 対応 に 力点 を 置い た 日 本 の 取組 (「 日 本 モデ ル 」) に 世界 の 注目 が 集まっ て い 
る 。 実際 に 、 中 国 湖北 省 を 発端 と し た 第 1 波 に 対す る 対応 と し て は 、 適 切 に 対応 し て き 
た と 考え る 。 


















































〇 





一 方 で 、 世 界 的 な が パンデミック が 拡大 する 中 で 、 我 が 国 で も 都市 部 を 中 心 に クラ スタ 
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〇 


一 感染 が 次 々 と 発生 し 急速 に 感染 の 拡大 が み ら れ て いる 。 こ の た め 、 政 府 ・ 各 自治 体 ・ 
に は 今 ま で 以上 強い 対応 を 求め た い 。 








これ まで も 、 多 く の 市 民 の 皆様 が 、 自 発 的 な 行動 自粛 に 取り 組ん で いた だ いて いる 
が 、 法 律 で 義務 化 さ れ て いな く と も 、 3 つの 密 が 重なる 場 を 徹底 し て 避け る な ど 、 社 会 
を 構成 する 一 員 と し て 自分 、 そ し て 社会 を 守る た め に 、 そ れ ぞ れ が 役割 を 果たし て いこ 














12 
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【 資 料 2】 


新型 コロ ナウ イル ス 感 和 業 症 に 係る 対応 等 に つい て 


国内 の 感染 者 の 状況 
(1) 全国 の 状況 (チャ ー タ ー 便 帰国 者 を 除く ) 


R2.4.2 12 時 時 点 、( 人 ) 















































































































































PCR 検査 うち 無 症状 者 | うち 有 症 状 者 うち 症状 有無 
陽性 者 うち 死亡 者 | 確認 

国内 事例 2, 306 227 1, 693 60 386 
(2) 東北 地域 の 状況 (人 ) 
No. | 感染 確認 日 県 性 別 年 代 内 容 

1 R2. 2. 29 宮城 県 | 男性 70 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 

2 R2. 3. 6 秋田 県 | 男性 60 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 

3 | R2.3.6 秋田 県 | 女性 10 歳 未満 | ・ 北 海道 在住 

4 |R2.3.7 福島 県 | 男性 70 代 ・ 横 浜 港 の クル ー ズ 船 下船 者 

5 R2.3.14 福島 県 | 女性 70 代 ・1/21~3/1 エジプト 旅行 

6 R2. 3. 23 青森 県 | 男性 70 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 

7 R2. 3. 23 青森 県 | 女性 70 代 ・ 渡 航 歴 等 な し No.6 の 妻 

8 R2.3.25 青森 県 | 男性 60 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 (No.6 と 同行 ) 
9 R2.3.25 青森 県 | 女性 60 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 (No.6 と 同行 ) 
10 | R2.3.25 青森 県 | 女性 70 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 (No.6 と 同行 ) 
11 | R2.3.25 青森 県 | 女性 70 代 ・3/9~3/15 スペ イン 旅行 (No.6 と 同行 ) 
12 | R2.3.26 宮城 県 | 女性 40 代 ・ 渡航 歴 等 な し 東京 都 の 患者 の 濃厚 接触 者 
13 | R2.3.27 秋田 県 | 女性 20 代 ・ 渡航 歴 等 な し 外国 語 指導 助手 

14 | R2.3.27 秋田 県 | 男性 30 代 ・ 渡航 歴 等 な し 外国 語 指導 助手 

15 | R2.3.28 青森 県 | 女性 30 代 ・ 東 京都 か ら の 帰省 者 

16 | R2.3.29 宮城 県 | 女性 30 代 ・ 渡 航 歴 等 な し No.13、14 の 濃厚 接触 者 

17 | R2.3.29 宮城 県 | 男性 30 代 ・ 渡 航 歴 等 な し No.16 の 濃厚 接触 者 

18 |R2.3.30 宮城 県 | 女性 30 代 ・ 渡 航 歴 等 な し No.13、14 の 濃厚 接触 者 

19 | R2.3.30 宮城 県 | 男性 30 代 ・ 渡 航 歴 等 な し 東京 都 の 疑い 患者 接触 者 
20 |R2.3.30 宮城 県 | 男性 30 代 ・ 東 京都 の 疑い 患者 の 濃厚 接触 者 

21 |R2.3.30 秋田 県 | 男性 20 代 ・ 自 衛 隊 員 宮城 県 内 に 、 服 務 の た め 滞 在 
22 | R2.3.30 青森 県 | 男性 20 代 ・3/20 米国 か ら 帰 国 、 東 京都 か ら の 帰省 者 
23 | R2.3.30 宮城 県 | 男性 40 代 ・ 渡航 歴 等 な し 

24 | R2.3.31 山形 県 | 女性 20 代 ・ 米 沢 市 の 自動 車 教習 所 に 運転 免許 合宿 

25 |R2.3.31 秋田 県 | 男性 20 代 ・ 北 海道 か ら の 帰省 者 

26 |R2.3.31 秋田 県 | 男性 20 代 ・ 地 方 公務 員 (北海 道内 の 自治 体 ) 






















































































































































































































































































No. | 感染 確認 日 県 性 別 年 代 内 容 
27 |R2.3.31 福島 県 | 男性 70 代 ・ 渡航 歴 等 な し 
28 |R2.3.31 福島 県 | 女性 20 代 ・ 仙 台 市 か ら の 帰省 者 
29 |R2.4.1 福島 県 | 女性 70 代 ・ 渡航 歴 等 な し No.25 の 妻 
30 |R2.4.1 福島 県 | 男性 50 代 ・ 渡航 歴 な し 
31 |R2.4.1 宮城 県 | 女性 20 代 ・NO.16、No.18 と 同じ 店 舗 を 利用 
32 |R2.4.1 宮城 県 | 女性 20 代 ・NO.16、No.18 と 同じ 店 舗 を 利用 
33 |R2.4.1 宮城 県 | 男性 20 代 ・NO.16、No.18 と 同じ 店 舗 を 利用 
34 | R2.4.1 宮城 県 | 男性 20 代 ・NO.16、No.18 と 同じ 店 舗 を 利用 
35 |R2.4.1 秋田 県 | 男性 30 代 ・ 自 衛 隊員 No.21 の 濃厚 接触 者 
36 |R2.4.1 山形 県 | 男性 60 代 ・ 渡航 歴 等 な し 
37 |R2.4.2 青森 県 | 男性 50 代 ・ 東 京 か ら の 帰省 者 (実家 の 診療 所 の 応援 ) 
38 |R2.4.2 宮城 県 | 女性 40 代 ・ 渡航 歴 等 な し 
39 |R2.4.2 秋田 県 | 男性 20 代 ・3/9~3/17 スペ イン 、 フ ラン ス 旅 行 
40 |R2.4.2 秋田 県 | 女性 10 代 ・ 東 京都 か ら の 帰省 者 
41 |R2.4.2 山形 県 | 男性 60 代 ・ 行 動 歴 等 調査 中 
42 | R2.4.2 福島 県 | 女性 70 代 ・No. 30 の 同居 家族 
43 |R2.4.2 富島 県 | 女性 10 代 ・ 東 京都 か ら の 帰省 者 
2 これ まで の 対応 状況 
(1) 国 の 対応 
1 月 6 日 各 都 道府県 等 に 対し 、 武漢 市 滞在 歴 を 有する 愚者 の 医療 機関 で の 感 
染 対 策 の 徹底 等 を 要請 
1 月 7 日 各 検 疫 所 に 対し 、 有 症状 者 に 対す る 自己 申告 の 呼び か け 、 受診 勧奨 
文書 発 ! 
1 月 16 日 国内 患者 発生 を 受け 、 国民 に メッ セー ジ 発 出 (通常 の 感染 対策 の 呼 
び か け 等 ) 
1 月 21 日 関係 閣僚 会 議 を 開催 
1 月 30 日 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 本 部 」 (本 部 長 : 首相 ) を 設置 
全国 知事 会 が 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 緊急 対策 会 議 」 を 設置 
1 月 31 日 WHO が 「 国 際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 」 を 宣言 
外務 省 が 感染 症 危 険 情報 を 、 中 国 全土 を 対象 に 「 渡 航 自粛 」 に 引き 
上 ば げ (湖北 省 は 渡航 中 止 勧告 ) 
2 月 1 日 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 を 「 指 定 感染 症 」 等 に 指定 する 政令 施行 























出入 攻 





| 管 下 


























E 法 に 基づく 入国 規制 の 実施 (湖北 省 発行 旅券 を 所 持 す る 


者 及び 14 日 以内 の 湖北 省 滞在 者 ) 


都 道 府 県 に 対し 、 下 記 の 体制 を 今 














① 





次 医療 隊 








毎 の 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 設置 


2 








中 








月 上 旬 ま で に 整備 する こと を 要請 














月 13 日 


月 16 日 





月 19 日 


月 24 日 


月 25 日 


月 27 日 


月 29 日 
月 6 日 





月 9 日 


月 10 日 
月 14 日 





② 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 へ の 受診 調整 を 行う 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 
相談 セン ター」 の 各 保健 所 へ の 設置 











新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 検疫 法 上 の 隔離 ・ 停 留 で きる 感染 症 と 
する た め 、 ま た 、 無 症状 病原 体 保有 者 を 入院 措置 ・ 公 費 負 担 と する た 



































め 、 関 係 政令 を 改正 

新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 流行 が 確認 され て いる 地域 に 「 洒 江 省 」 
を 追加 

感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 対策 に つい て 医学 的 見 地 か ら 対 応 
策 等 を 協議 

第 2 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 患者 が 増加 する 局面 を 想定 
し た 対応 に つい て 協議 
(人 受診 の 目安 に つい て 協議 

第 3 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 感染 対策 の 基本 方 針 に つい 
て 協議 

政府 対策 本 部 に お いて 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 
針 」 を 決定 

安倍 首相 が 国 の 対策 本 部 に お いて 、 全 国 の 小 中 学 校 、 高 校 、 特 別 支 
援 学 校 を 3 月 2 日 か ら 臨 時 休校 する よう 要請 

安倍 首相 記者 会 見 (臨時 休校 や PCR の 保険 適用 等 に つい て ) 

新型 コロ ナウ イル ス に 係る PCR 検 査 の 保険 適用 開始 

都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス の 患者 数 が 大 幅 に 増え た 時 に 
備え た 医療 提供 体制 等 の 検討 を 要請 

新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 

(「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 見 解 」 を 発表 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 薬 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 法 施行 
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3 月 19 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 
(| 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 

本 国内 の 感染 状況 は 、 引 き 続 き 持 ちこ た えて いる が 、 一 部 の 地域 で は 感染 拡大 が 
見 られ 、 今後 地域 に お いて 、 感染 源 が 分 か ら な い 患 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 
子 域 が 全国 に 拡大 すれ ば 、 ど こ か の 地域 を 発端 と し て 、 爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規 
模 流 行 に つなが りか ね な いと 考え て いる 。 
現時 点 で は 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 の 効果 を 
最大 限 に する と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が あり 、 

① クラ スタ ー (集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 愚者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 
の 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 


















































































































































都 道 府 県 に 対し 、 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 患者 数 が 大 幅 に 増え 
た と き に 備え た 入院 医療 提供 体制 等 の 整備 を 要請 
県 内 の 患者 受入 れ を 調整 する 「 都 道府県 調整 本 部 」 を 各 都 道府県 に 設置 。 

(集中 治療 、 呼 吸 器 内 科 治 療 、 救 急 医療 、 感 染 症 医療 の 専門 家 、 災 害 医 療 コ ー デ ィ 
ネー ター 等 に より 構成 ) 
厚 労 独 に お いて 地方 厚生 局 の 区 域 を 単位 と する 「 広 域 調整 本 部 」 を 設置 。 
入院 患者 、 重 症 者 の 受入 医療 機関 の 確保 等 
患者 搬送 体制 の 確保 等 
3 月 26 日 ・ 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 1 5 条 に 基づき 、 政府 対策 
本 部 を 設置 
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3 月 28 日 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 対 策 本 部 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 の 基本 的 対処 方 針 」 を 決定 





4 月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 
(新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 
本 国内 の 感染 状況 は 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 オ ー バ ーシュ ー ト (爆発 的 串 
者 急増 ) は 見 られ て いな い が 、 都市 部 を 中 心 に クタ ラス ター 感染 が 次 々 と 報告 され 、 感 
染 者 数 が 急増 し て いる 。 そう し た 中 、 医療 供給 体制 が 昌 迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て 
お り 医 療 供給 体制 の 強化 が 近々 の 課題 と な っ て いる 。 
いわ ゆる 「 医 療 崩 壊 」 は 、 オ ー バ ーシュ ー ト が 生じ て か ら 起 こる も の と 解 さ れる 向 
きも ある 。 し か し 、 新 規 感染 者 数 が 急増 し 、 ク ラス ター 感染 が 顔 繁 に 報告 され て いる 
現状 を 考え れ ば 、 糞 発 的 感染 が 起こ る 前 に 医療 供給 体制 の 限度 を 超え る 負担 が か か 
り 医 療 現場 が 機能 不全 に 陥る こと が 予想 され る 。 
















































































(2) 県 の 対応 
1 月 9 日 
1 月 21 日 
1 月 24 日 





1 月 25 日 


ペン 


2 月 8 日 
1 月 29 日 





2 月 2 日 


【 ウ 


月 5 日 
月 6 日 


【 ウ 


2 月 7 日 


2 月 8 日 





2 月 10 日 


2 月 11 日 





2 月 18 日 





都 道 府 県 に 関連 する 主 な 提言 
地域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 を 示す と と も に 、 地 域 の 
療 体制 の 対応 を 検討 する 上 で 、 あ ら か じ め 把 握 し て お くべ き 事 項 が 示さ れ た 。 








軸 | 






































① 重症 者 数 

② 入院 者 数 

③ 利用 可能 な 病床 数 と 、 そ の 稼働 率 や 空 床 数 

④ 利用 可能 な 人 工 呼吸 器 数 ・ECMO 数 と 、 そ の 稼働 状況 


























⑤ 医療 従事 者 の 確保 状況 
市 民 の 行動 変容 の 取組 強化 
重症 者 を 優先 し た 医療 提供 体制 の 確保 
医療 崩壊 に 備え た 市 民 と の 認識 共有 
クラ スタ ー 対 応 す る 保健 所 等 の 強化 

































































、 感染 症 指定 医療 機関 等 に 対し 、 感染 





対策 等 の 徹底 を 要請 
































県 ホー CT 
県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 等 に 旅行 客 発症 の 場合 の 適切 な 対応 





























上 海 定期 便 機 内 で の 健康 カー ド 配 布 に よる 自己 申告 と 適切 な 受診 勧 
































感染 症 指定 医療 機関 等 で 構成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 医療 
連絡 会 議 」 を 開催 し 、 愚 者 発生 時 の 具体 的 対応 を 確認 

厚 労 省 か ら DMAT に 対し 武漢 か ら の 航空 機 帰国 者 の 健康 管理 に 係る 

派遣 依頼 が あり 、 本 県 で は 岩手 医科 大 学 か ら 1 名 が 2 日 間 対 応 































































































「 庁 内 各部 局 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 各 部 局 の 取組 み 等 を 情報 共有 
第 2 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 指定 感染 症 と し て の 愚者 発生 時 の 具 
体 的 対応 を 確認 





「 岩 手 県 感染 症 対策 委員 会 」 を 開催 し 、 県 の 感染 
会 の 設置 に つい て 協議 


「 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター」 及び 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 対 


対策 及び 専門 委員 












































応 を 開始 

県 民生 活 の 安全 安心 に 関わ る 各 分 野 の 関係 団体 等 に よる 「 連 絡 会 議 」 
を 開催 し 、 消 防 、 警 察 、 医 療 、 各 種 イ ン フ ラ 、 人 金融 、 報 道 等 の 団体 と 
情報 共有 

「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 」 を 設置 し 、 県 

















の 対策 に 関し 専門 的 な 知見 に 基づき 具体 的 に 協議 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 を 設置 し 、 第 1 回 本 部 員 
会 識 を 開催 





(3) 


CO 

















第 2 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 県 内 の 医療 体制 に つい て ) 


























































































































































































































月 22 日 第 3 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 患者 が 増加 する こと を 想定 し た 医療 
体制 に つい て 協議 
月 26 日 県 対策 本 部 第 2 回 本 部 貞 会 議 開催 
月 6 日 県 対策 本 部 第 3 回 本 部 貞 会 議 開催 
(知事 か ら 「 県 民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 発 出 ) 
月 13 日 県 対策 本 部 第 4 回 本 部 貞 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 対応 方 針 に つい て ) 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 案 の 内容 に つい て ) 
月 17 日 第 3 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に 係る 課題 と 今後 の 対応 等 に つい て ) 
月 23 日 県 対策 本 部 第 5 回 本 部 貞 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 補正 予算 に つい て ) 
月 26 日 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 2 2 条 に 基づき 、 県 対策 本 
部 を 設置 
月 28 日 県 対策 本 部 第 6 回 本 部 貞 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設置 に 
つい で ) 
月 30 日 県 対策 本 部 第 7 回 本 部 貞 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 に 係る 対応 等 に つい て ) 
県 内 の 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター へ の 相談 状況 
開設 日 
令 和 2 年 2 月 8 日 
受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 24 時 間 体 制 (2/19~) | 県 庁 医療 政策 室 
相談 対応 件 数 
相談 対応 6 3/27 | 3/28 | 3/29 | 3/30 | 3/31 4/1 5 
件 数 56 月 火 水 
各 保 健 所 1, 206 73 21 9 106 96 116| 1,627 












































エ 主 な 相談 内 容 
東京 か ら 帰 っ て きた 。 熱 は な い が 、 だ る さ が あ り 心 配 だ 。 
味覚 障害 に な っ た よう だ 。 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た の で は な いか 。 














(4) 県 内 の 一 般 相談 窓口 へ の 相談 状況 
ア 開設 日 
令 和 2 年 1 月 21 日 
イ 受付 時 間 ・ 設 置 機関 

















































































































受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
| 全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 9 時 00 分 て 21 時 00 分 | 県 庁 医 療 政 策 室 。 | 
ウ 相談 対応 件 数 (件 数 の 計上 は 2 月 8 日 か ら ) 

相談 対応 | 23 土 | sgz | 3/28 | 3/29 | 3/30 | 3/31 | 4 上 
件 数 90 2 中 月 火 水 9 

各 保健 所 1, 241 67 7 2 61 62 79| 1,519 

医療 政策 室 251 21 8 5 5 16 6 312 
合計 1, 492 88 15 7 66 78 85| 1,831 



































エ 主 な 相談 内 容 

東京 に 行き 仕事 の 打ち 合わ せ を し な けれ ば な ら な い 。 東京 か ら 戻 っ た ら 2 週間 
自宅 待機 を し な けれ ば な ら な い の か 。 

孫 が 東京 か ら 戻 っ て きた 。 本 人 は 特に 症状 は な い が 、 会 う の が 心配 だ 。 孫 の PCR 
検査 を し て 欲し い 。 


























(5) 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 状況 
これ まで の 検査 状況 (全て 陰性 ) (4 月 3 日 6:00 時 点 ) 















































検査 結果 判明 2/13 2/15 2/20 2/21 2/26 2/27 2/28 2/29 3/2 























行政 検査 件 数 1 1 1 1 2 3 2 1 1 





民間 検査 件 数 


















































検査 結果 判明 3/4 3/6 3/7 3/11 3/13 | 3/16 | 3/18 | 3/19 3/20 
行政 検査 件 数 2 2 3 1 1 5 4 2 








民間 検査 件 数 2 1 
































月 
検査 結果 判明 3/21 3/23 3/24 3/26 3/27 3/28 3/30 3/31 4/1 























行政 検査 件 数 1 1 3 9 1 2 6 12 2 





民間 検査 件 数 
































月 
検査 結果 判明 4/2 合計 










































































※ 3713 の 行政 検査 1 件 と 3716 の 民間 検査 1 件 は 同一 患者 に つい て 重複 し て 実施 され た も の 。 




















(6) 医療 用 マス ク の 医療 機関 へ の 提供 状況 に つい て 
提供 元 込 日 | 提供 枚数 配分 先 提供 日 | 本 分 規 量 、 備考 
3/18 
厚生 労働 省 2 30.000 枚 滞 oooo 枚 ずっ 中 


県 ・ 市 町 村 在 庫 分 





時 


省庁 備 革 分 














第 1 弾 
国 一 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 














岩手 県 競馬 組合 
の 寄付 


か ら 


第 2 弾 
国 一 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 














第 3 弾 
国 一 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 


208.000 枚 


石 


208.000 枚 


208,.000 枚 





医師 会 (診療 所 ) 


4/3 
4/10( 配 布 ) 


(10.000 枚 ) 





対象 :3/12 現 在 の 在庫 状況 調査 に 基づく 各 医 前 








療 機関 等 (3 施設 ) 





一 般 医 療 機関 (23 施 設 ) 








岩手 県 医師 会 (診療 所 ) 





岩手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 








手 県 薬剤 師 会 
指定 医療 機関 等 


(薬局 ) 


一 般 医療 機関 を 想定 
療 機関 等 (1 施設 ) 





護 機 関 (13 施 設 ) 
医師 会 (診療 所 ) 
医師 会 (診療 所 ) 








指定 医療 機関 等 
一 般 医療 機関 

3 師 会 
医療 局 を 想定 





在庫 数 量 2 週間 未満 の 指定 医療 機関 
け 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 











O 配 対象 3/19 現 在 の 在庫 拓 況 調査 に 基づく 在庫 数 量 3 週 
1 
配付 数 量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 週間 分 


26.000 枚 |※ 上 記 の 他 、 



































医師 会 、 歯 科 医 師 会 、 薬 剤 師 会 に も 配付 


(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 





CO 配付 方 法 : 国 か ら 直 接 医 療 機関 等 へ 
O 配 付 対 象 :3/27 現 在 の 在庫 状況 調査 に 基 づ < 在庫 数 量 3 週 


問 未満 の 指定 医療 機関 及び 一 般 話 療 機関 
O 配 人 数量 : 各 医療 機関 の 在庫 数 量 2 財 間 分 
※ 上 記 の 他 、 医 師 会 、 歯 笑 師 人 薬剤 師 会 
































医療 局 に 配付 





(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 





岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 (素案 ) 





令 和 2 年 4 
LT 
和 石 











月 3 日 現 在 


手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 


世界 的 に 、 聖 書 の 黙示 録 を 思わ せる よう な 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 
が 起き て いま す 。 


日 本 で は 、 武 漢方 面 か ら の 「 











国人 観光 客 を 主 と す る 「 第 一 渡 」 から 、 欧 米 な 


ど 海 外 か ら の 帰国 者 を 主 と す る 「 第 二 濾 」 に 、 感 染 の 構造 が 移っ て いま す 。 帰 











②* 

















つど こ で も 感染 の 可能 性 が あり ます が 、 上 記 ゆ ひ 、②、③ が 要 注 意 で す 。 





国 者 は 数 が 多く 、 


が 増大 し て い 


ご ヽ 

















国内 に 溶け 込み や すい こと も あり 、 東 京 を 中 心 に 全国 で 感染 























ます 。 厚 労 省 クラ スタ ー 班 に よる と 、① 帰 国 者 の 感染 事例 の 増加 、 





次 ぐ 施 設 内 感染 事例 、⑧③ 新 た な 見 え に く い ク ラス ター か ら の 感染 者 の 増加 、 
が 特徴 で 、③ の 典型 が 「 接 待 (接客 ) を 伴う 飲食 の 場 」 と の こと で す 。 今や い 














国 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 は 本 年 4 月 1 日 の 「 新 型 コ ロ 


ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 で 「 地 域 ご と の 対応 に 関す る 3 つの 


地域 





区 分 」( 末 














時 資料 参照 ) を 志 し て お り 、 岩 手 県 は 4 





月 3 日 現在 「 感 染 未 確認 


地域 」 に 当たり ます が 、 い つ で も 「 感 染 確 認 地域 」 と な る 可能 性 が あり 、 さ ら 
化す れ ば 「 感 染 拡大 警戒 地域 」 と な る 可能 性 が あり ます 。「 感 染 未確認 地域 」 
の 状態 を 維持 する こと 、 そ し て 「 感 染 確 認 地域 」 と な っ た 場合 に は 速やか に 「 感 
染 未確認 地域 」 に 戻す こと が 、 本 県 の 基本 目標 と な り ま す 。 


に 悪 


Pend 





新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 は 、 県 























密閉 


・ 密 集 ・ 密 接 ( 近 距 離 で の 会 話 、 発 声 ) を 人 避け 、 





民 及 び 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
て いね いな 手洗 い を 盛行 











する こと で あり 、 別 の 角度 か ら 言 えば 「 ソ ツー シャ ルディ スタ ンス 」 を 確保 する 


a 


EC 








その よう な 個人 の 行動 を 、 よ り 確 か な も の に する た め に は 、 個 人 の みな ら ず 、 
行政 や 、 団 体 、 企 業 、 地 域 な どの あら ゆる 主体 が 、 情 報 を 共有 し 、 感 染 リ スク 
低減 の た め の 行動 を と る こと が 必要 で す 。 ま た 、 個 人 の 努力 が 実ら ず に 新型 コ 
ロナ ウイ ルス に 感染 し た 場合 、 速 や か に それ を 把握 し 、 
感染 拡大 を 防ぐ 体制 が 必要 で す 。 





























治療 を 行う と と も に 、 





感染 と その 拡大 を 防ぐ た め の 行 動 は 、 人 々 の 社会 活動 や 経済 活動 を 制限 し 、 





























の 維持 が 求め られ る の で 、 県 民 の 命 と 健康 を 守る こと を 


= 





\ 済 へ の 負 の 影響 を 折 え る た め の 対 策 も 
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岩手 の 社会 ・ 経 済 に 負 の 影響 を 及ぼ し ます 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 
長期 化 が 予想 され 、 長 期 的 な 対策 の 維持 ・ 展 開 を 可能 と する 社会 の 力 、 経 済 力 











最 優 先 に し つつ 、 社会 ・ 


要 で す 。 行政 や 、 団体 、 企業 、 地域 、 











必要 が あり ます 。 





本 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 
2028)」 及び 「 第 2 期 呈 手 県 ふる さと 振興 総合 計画 」 
も の で す 。 計画 に 沿っ た 事業 の か な り の 部 分 が 、 延 期 さ れ た り 縮 小さ れ た り 中 
止 と な る で し ょ 2 う 。 世界 規模 で の 危機 的 状況 の 


























個人 な どの あら ゆる 主体 が 、 平 時 と は 異な る 生産 、 流 通 














、 消 費 の 形 を 工夫 する 











「 い わ て 県 民 計画 (2019 て 
と 、 目 指す 方 向 を 一 に する 














FE で 「 東 日 本 大 岩 災 津波 の 経験 








に 基づき 、 引 き 続 き 復 興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 郷 
いわ て 」 を 目指 す た め に は 、 予 定 外 の 行動 や 予定 外 に 休む こと も 必要 で あり 、 
向かう 方 向 に は 揺 る ぎ が な いこ と を 心 に 











こ 留 め て くだ さい 。 





以下 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 に 関す る 国 の 基本 的 対処 方 針 を 踏ま え 








な が ら 、 本 県 の 基本 的 対処 方 針 を 示し ま 





す 。 





1 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事実 





( 国 の 基本 的 対処 方 針 の 通り ) 





2 新型 コ EE 
クラ スタ ー 等 の 封じ 込め 及び 接 
触 機会 の 低減 を 図り 、 i 
(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 及 び 適 切な 医療 の 提供 に より 、 高 齢 者 等 を 守り 、 








1) 情報 提供 ・ 共 及び まん 延 防止 策 に 











中 





(3) 的 確 な まん 延 防止 策 及 び 経 済 ・ 





を 最小 限 に と ど め る 。 








重症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 
雇用 対策 に より 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 














3 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 対 策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


(1) 情報 提供 ・ 共 有 
ア 国 の 情報 を 活用 し な が ら 、 
注意 喚起 を 行う 。 














(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 

















県 





民 に 


ア 疑似 症 患 者 を 把握 し 、 検 査 を 実施 する 。 
イ RI 








ウ PCR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 


する 。 
エ 集団 発生 の 把握 の 強化 を 図 














居る 。 


対し て 必要 な 情報 提供 、 メ ッ セ ー ジ 、 




















民間 検査 会 社 





等 も 活用 する 。 
陽性 率 等 の 分 析 結 果 を 定期 的 に 公表 














オ 迅速 診断 用 の 科 易 検査 キッ ト の 開発 等 の 状況 を 見 て 、 必 要 な も の は 導入 


する 。 


(3) まん 延 防止 








ア クラ スク ター 対策 及び 接触 機会 の 低減 を 、 的 確 に 打ち 出す 

















イ 厚生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調査 に より 、 個 々 の 濃厚 
接触 者 に 対す る 健康 観 祭 、 外 出自 粛 の 要請 等 を 行う と と も に 、 感 染 拡大 の 





























規模 を 正確 に 把握 する 。 
ウ クラ スタ ー が 発生 し て いる お それ が ある 場合 に は 、 





当該 クラ スタ ー に 人 関 





係 す る 施設 の 休業 や イベ ント の 自粛 等 の 必要 な 対応 を 要請 する 。 こ れ に 関 

















連 し 、 国 及び 地方 公共 団体 間 で 緊密 に 情報 共有 を 行う 。 











エ 密閉 空間 、 密 集 場 所 、 和 密接 場面 と いう 3 つの 条件 が 同時 に 重なる よう な 





集まり に つい て 自 趙 の 協力 を 強く 求め る 。 


オ 保健 所 の 体制 強化 に 迅速 に 取り 組む 。 これ に 関連 し 





、 管 内 の 市 町 村 と 迅 





速 な 情報 共有 を 行い 、 また 、 対 策 を 的 確か つ 迅 速 に 実施 する た め 必 要 が あ 
る と 認め る と き は 、 総 合 調 整 を 行う 。 さ ら に 、 ク ラス ター の 発見 に 資す る 




















よう 、 都 道府県 間 の 迅速 な 情報 共有 に 努め 、 必 要 で あれ ば 国 に 対し て 総合 








調整 、 支 援 を 求め る 。 











カ 医療 施設 や 高齢 者 施設 等 に お いて 職員 が 感染 源 と な ら な いよ うに する こ 





と も 含め 、 院 内 感染 や 施設 内 感染 対策 を 徹底 する 。 











キ 学校 設置 者 に 対し 、 保 健 管理 等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と と も に 、 
地域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 情報 共有 する 。 
ケ 国 及 び 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交 通 機関 その他 の 多数 の 人 が 集まる 施 





























設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 


コ 国 と 協力 し て 、 職 場 等 に お ける 感染 の 拡大 を 防止 する た め 、 労 働 者 を 使 




















用 する 事業 者 に 対し 、 事 業 場内 及び 通勤 ・ 外 勤 時 の 感染 防止 の た め の 行 動 


















































(手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 等 ) の 徹底 、 在宅 勤務 (テレ ワー ク ) や 時 差 通 勤 、 
自転 車 通勤 の 積極 的 な 活用 、 事 業 場 の 換気 等 の 励行 、 
見 られ る 労働 者 へ の 出勤 免除 ( チ テレワーク の 指示 を 含む 。) や 外出 自粛 勧奨 、 
張 に よる 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 利用 等 を 強力 に 呼び か ける 。 


発熱 等 の 風邪 症状 が 





























サ 国 に よる 、 帰 国 者 の チェ ッ ク ・ 健 康 観 祭 等 の 検疫 の 強化 に 協力 する 。 








(4) 医療 
ア 医療 提供 体制 の 確保 














① 現行 で は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター 及び 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 に よ 
り 、 適 切な 感染 管理 を 行っ た 上 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 疑わ れ 
































る 患者 へ の 外来 医療 を 提供 する 。 











② また 、 医 師 の 判断 に より 検査 を 実施 し 、 患 者 が 認 








め ら れ た 場合 に は 、 














感染 症 法 第 19 条 に 基づく 感染 症 指定 医療 機関 等 へ の 入院 勧告 ・ 措 置 を 実 
施し 、 ま ん 延 防 止 を 行い つつ 、 愚 者 に 対し 、 適 切な 医療 を 提供 する 。 














③ 愚者 が 増加 し 重症 者 等 に 対す る 入院 医療 の 提供 に 

















が ある と 判断 する 場合 は 、 厚 生 労 働 省 に 相談 の 上 、 
































支障 を きた す お それ 
重症 者 等 に 対す る 医 





療 提 供 に 重点 を 移す 観点 か ら 、 入 院 治療 が 必要 な い 軽 症 者 等 は 自宅 療養 





- 3- 











と し 、 電 話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 遠隔 で 健康 状態 を 把握 し て いく と と 
も に 、 医 師 が 必要 と し た 場合 に は 電話 等 情報 通信 機器 を 用 いて 診療 を 行 
う 体制 を 整備 する 。 
④ また 、 自 宅 療 養 と する 際 、 家 族 構 成 等 か ら 高齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 
者 等 へ の 感染 の お それ が ある 場合 に は 、 地 方 公共 団体 は 、 軽 症 者 が 宿泊 
施設 等 で の 療養 を 行う こと や 、 同 居 家 族 が 一 時 的 に 別 の 場所 に 滞在 する 
こと 等 、 家 族 内 感染 の リス ク を 下げ る た め の 取 組 を 講じ る 。 
⑤ 患者 が 更に 増加 し 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 に 支障 を きた す お 
それ が ある 場合 は 、 地 域 の 感染 状況 や 医療 需要 に 応じ て 、 帰 国 者 ・ 接 触 
者 相談 セン ター の 体制 を 強化 し た うえ で 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 を 増設 し 、 
外来 を 早急 に 受診 で きる 体制 を 整備 する 。 
⑥ さら に 愚者 が 増加 し 増設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 医療 提供 の 限度 
を 超え る お それ が ある と 判断 する 場合 は 、 厚 生 労 働 省 に 相談 の 上 、 必 要 
な 感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 で の 外来 診療 を 行う 。 
⑦ こう し た 状況 で は 、 感 染 へ の 不安 か ら 安 易 に 医療 機関 を 受診 する こと 
で か えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 踏ま え 、 症 状 が 
軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 礁 を 原則 と し 、 状態 が 変化 し た 場 
合 に 、 か か りつ け 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る よう 周知 する 。 
イ 局 旨 用 の 大幅 仙 本 四谷 別 考 放 括 奈 拓 森林 提 の 人 
① 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 患者 を 優先 的 に 受け 入れ る 医療 機関 の 指 
定 な ど 、 地 域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 、 結 核 病 床や 一 般 の 
医療 機関 の 一 般 病 床 等 の 活用 も 検討 し 、 ピ ー ク 時 の 入院 患者 を 受け 入れ 
る た め に 必要 な 病床 を 確保 する 。 
② 専門 性 を 有する 医療 従事 者 や 人 工 呼 吸 問 等 の 必要 な 医療 機器 ・ 物 資 等 
を 迅速 に 確保 し 、 適 切な 感染 SN HR 
③ 医療 機関 は 、 業 務 継 続 計画 (BCP) も 踏ま え 、 必 要 に 応じ て 医師 の 
判断 に より 延期 が 可 和 I 討 す 
る 。 
④ 地域 の 診療 所 な ど 一 般 の 医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 者 の 派遣 を 
検討 する 。 
⑤ 重症 化し や すい 方 が 来院 する が ん セン ター、 人 透析 医療 機関 及び 産科 
療 機 関 な ど は 、 必 要 に 応じ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 へ の 感染 が 疑わ 
れる 方 へ の 外来 診療 を 原則 行わ な い 医 療 機 関 と し て 設定 する 。 
⑥ 都 道 府 県 域 を 越え る 広域 的 な 患者 の 受入 れ 体 制 の 確保 を 国 に 求め る 。 
ウ MES た め 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 医 療 機関 の 外来 に お い 
、 一 般 の 患者 も 含め 、 混 雑 を 生じ し させ な いよ う 、 予 約 に よる 診療 や 動 線 
i に 確保 され た 休日 夜間 急 思 セン ター の 施設 活用 な ど を 推進 する 。 
ェ 関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる よう 、 
医療 通訳 の 整備 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る 。 
オ 法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適 切な 感染 対策 の 下 で 
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実施 され る よう 、 時 期 や 時 間 に 配 











(5) 経済 ・ 雇 用 対策 
(別途 、 基 本 的 対処 方 針 を 示す こと と し 、 基 本 的 梓 組 の み 示 す 。 対策 に 当 た 


っ て は 、 関 係 団体 と の 連携 を 密 に 
か し な が ら 、 前 例 に と ら わ れ な い 策 を 講じ る 。 一 方 で 、 市 場 メ カニ ズム が 機 





能 す る 場合 は 、 個 別 の 事業 者 の 創意 
こと が 効果 的 な 対策 に つい て は 、 市 町 村 と の 連携 を 密 に する 。) 


RN 











金融 支援 

支給 金 等 

就職 、 雇 用 支援 

産業 支援 

農林 水産 業 

鉱工業 

サー ビス 業 全般 
ホテ ル 旅 館 業 

飲食 業 

交通 ・ 運 輸 

その 他 自 粛 イ ベン ト 関 連 の 業 
文化 スポ ー ツ 関連 の 事業 、 興 行 











(6) その 他 重 要 な 留意 事項 

ア 人 権 等 に 配慮 する 。 

イ 物資 ・ 資 材 の 供給 に つい て は 、 
応じ て 、 マ スク や 消毒 薬 、 食 料 品 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要 


ワ 


ul 





育 す る よう 求め 、 ま た 、 
個人 防護 具 、 人 工 呼吸 維 * 生 の 必要 











慮 する 。 











し 、 状 況 を 詳し く 把 握 し 、 団 体 の 機能 を 活 











必 


(工夫 を 尊重 する 。 市 町 村 単 位 で 取り 組む 











国 に 対し 、 国 民 や 地方 公共 団体 の 要望 に 








感染 防止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 








な 物資 を 国 の 責任 で 確保 ・ 配 布 す る こと 





を 求め る 。 そ の 上 で 、 可 能 で あれ ば 県 に お いて 物資 ・ 資 材 を 確保 し 、 必 要 
な 配布 を 行う 。 


関係 機関 と 連携 する 。 





エ 社会 機能 の 維持 
オ 電気 、 ガ ス 、 水 道 、 公 共 交 通 


カ 


1 
日 





応じ 、 警 戒 警備 を 実施 する 。 警 祭 は 


き 











定 地方 公共 機関 と 連携 する 。 
空港 、 港 湾 、 医 療 機 関 等 に お け 





も に 、 取 締り を 徹底 する 。 





通信 等 の 維持 の た め 、 指 定 公共 機関 及び 





る トラ ブル な ど を 防止 する た め 、 必 要 に 
、 混 乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と 


【 資 料 】 地域 ご と の 対応 に 関す る 3 つの 地域 区 分 
(新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 専門 家 会 議 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」2020 年 4 月 1 日 より ) 














①「 感 数 拡大 警戒 地域 」 
〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 
比較 し て 大 幅 な 増加 が 確認 され て いる が 、 オ ー バ ーシュ ー ト (p4 脚注 参照 。 
爆発 的 患者 急増 ) と 呼べ る ほど の 状況 に は 至っ て いな い 。 ま た 、 直 近 1 週 
間 の 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 者 に つい て も 、 そ の 1 週間 前 と 比較 し て 一 
定 以 上 の 増加 基調 が 確認 され る 。 

〇 重症 者 を 優先 する 医療 提供 体制 の 構築 を 図っ て も な お 、 医 療 提供 体制 の 
キャ パシ ティ 等 の 観点 か ら 、 近 い 将 来 、 切 迫 性 の 高い 状況 又は その お それ 
が 高まっ て いる 状況 。 





















































< く 想定 さ れる 対応 > 

〇 オー バー シュ ー ト (爆発 的 患者 急増 ) を 生じ させ な いよ 2 最大 限 取 り 組 
ん で いく 観点 か ら 、「3 つの 条件 が 同時 に 重なる 場 」2 (以下 「3 つ の 密 」 
と いう 。) を 人 放 け る た め の 取 組 (行動 変容 ) を 、 よ り 強 く 徹 底 し て いた だ く 
必要 が ある 。 

〇 例え ば 、 自 治 体 首 長 か ら 以下 の よう な 行動 制限 メッ セー ジ 等 を 発信 する 
と と も に 、 市 民 が それ を 守る と と も に 、 市民 相互 に 啓発 し あう こと な ど が 

期待 され る 。 

・ 期 間 を 明確 に し た 外出 自粛 要請 、 

・ 地 域 レ ベル で あっ て も 、10 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 を 避 
げ ばる と 

・ 家 族 以 外 の 多 人 数 で の 会 食 な ど は 行わ な いこ と 、 

・ 具 体 的 に 集団 感染 が 生じ た 事例 を 踏ま ほえ た 、 注 意 喚起 の 徹底 。 

〇 また 、 こ うし た 地域 に お いて は 、 そ の 地域 内 の 学校 の 一 斉 臨 時 休業 も 選 
択 肢 と し て 検討 すべ き で ある 。 


































































































②「 感 染 確認 地域 」 








〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 成 染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 
比較 し て 一 定 程 度 の 増加 幅 に 収まっ て お り 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 
数 に つい て も あま り 増 加 し て いな い 状 況 に ある 地域 (ひで も で も な い 地 
域 ) 














く 想 定 さ れる 対応 > 
〇 人 の 集まる イベ ント や 「3 つの 蜜 」 を 徹底 的 に 回 避 す る 対策 を し た うえ 
で 、 感 染 拡大 の リス ク の 低い 活動 に つい て は 、 実 施す る 。 
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〇 具体 的 に は 、 屋 内 で 50 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 は 控え る 
3 の 

〇 また 、 一 定 程度 に 収まっ て いる よう に 見 えて も 、 感 染 拡 大 の 兆し が 見 ら 
れ た 場合 に は 、 感 染 拡 大 の リス ク の 低い 活動 も 含め て 対応 を 更に 検討 し て 
いく こと が 求め られ る 






































③「 感 染 未 確認 地域 」| 
〇 直近 の 1 週間 に お いて 、 感 染 者 が 確認 され て いな い 地 域 (海外 帰国 の 輸 
入 例 は 除く 。 直 近 の 1 週間 に お いて リン ク な し の 感染 者 数 も な し ) 











く 想 定 され る 対応 > 

〇 屋外 で の スポ ー ツ や スポ ー ツ 観戦 、 文 化 ・ 芸 術 施 設 の 利用 、 参 加 者 が 特 
定 さ れ た 地域 イベ ント な ど に つい て は 、 適 切な 感染 症 対策 を 講じ た うえ で 、 
それ ら の リス ク の 判断 を 行い 、 感 染 拡大 の リス ク の 低い 活動 に つい て は 注 
意 を し な が と 実施 する 。 

〇 また 、 そ の 場合 で や っ て も 、 急 激 な 感染 拡大 へ の 備え と 、「3 つの 密 」 を 
徹底 的 に 回 避 す る 対策 は 不可 欠 。 い つ 感 染 が 広がる か わか ら な い 状 況 の た 
め 、 常 に 最新 情報 を 取り 入れ た 啓発 を 継続 し て も らい た い 。 

















令 和 2 年 4 月 2 日 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 
関す る 緊急 要望 書 


岩手 県 町 村 会 長山 本 人 敬一 


新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に つい て 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つき まし て は 、 日 本 国内 の 複数 の 地域 で 
感染 経路 が 明らか で な い 愚 者 が 散発 的 に 発生 し て お り ま す 。 本 県 に お き 
まし て は 感染 者 は 確認 され て お り ま せん が 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 急激 
な 感染 拡大 に 対す る 不安 が 急速 に 広まっ て き て お り 、 感 染 拡 大 を 抑制 す 
る た め に は 、 国 や 地方 自治 体 、 医 療 関係 者 、 事 業者 、 そ し て 国民 が 一 体 
と な っ て 、 徹 底 し た 感染 拡大 防止 策 を 講じ な けれ ば な ら な い 状 況 で す 。 

改正 新型 イン フル エン ザ 対 策 特 別 措置 法 に 基づく 政府 対策 本 部 が 設置 
され 、「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 の 基本 的 対処 方 針 」 が 策定 され 
た と ころ で あり ます が 、 今後 も 国 、 地 方 が 一 致 協力 し て 対応 する こと が 
求め られ て お り ま す 。 

つき まし て は 、 次 の 事項 に つい て 、 早 急 に 取り 組ま れる よう 国 に 対し 
働き か け て いた だ く と と も に 、 県 に お か れ ま し て も 特段 の ご 配慮 を 要望 
CE 

記 
1 国 と 地方 の 緊密 な 連携 に つい て 
感染 初期 か ら 募 延期 に お ける 市 町 村 の 対応 に つい て 、 国 に お いて 対 
応 マ ニュ アル を 示す こと 。 
また 、 各 種 対応 が 自治 体 に 委ね られ て いる 中 、 判 断 に 迷う 表現 が 多 

いこ と か ら 、 近 隣 市 町 村 同 士 で 対応 が まち まち と な ら な いよ う 、 明 確 

な 表現 と する こと 。 

2 物資 不足 へ の 対応 に つい て 

マス ク 、 ア ルコ ー ル 消毒 液 、 非 接触 型 体温 計 等 が 全国 的 に 不足 し 、 

供給 が 滞っ て いる 現状 を 踏ま え 、 生 産 ・ 供 給 体制 を 強化 する と と も に 

特に 医療 機関 や 介護 施設 及び 教育 の 現場 の ニー ズ に 適切 に 応え られ る 

よう 速やか に 必要 数 を 確保 し 市 町 村 に 供給 する こと 。 


ー クー 


また 、 国 や 県 等 の 要請 に より 提供 し た 備蓄 物資 の 補充 確保 に つい て 

も 必要 な 措置 を 講じ る こと 。 

3 小 ・ 中 学校 の 再開 に 向け た 対応 等 に つい て 

1) 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対応 し た 学校 再開 ガイ ドラ イン 」 
( 令 和 2 年 3 月 24 日 付 文 部 科学 事務 次 官 通知 別 添 1) に 示さ れ た 対 
応 が 可能 と な る よう 、 児 童 ・ 生 徒 に 対す る マス ク の 配布 及び 小 ・ 中 
学校 へ の 消毒 液 の 配布 を 行う こと 。 

(2) 保育 所 や 放課後 児童 クラ ブ な ど に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 
症 対策 に 対し 、 十 分 な 財政 措置 を 講じ る こと 。 

(3) 感染 の 拡大 等 に より 休校 せ ざ る を 得 な い 状況 と な っ た 際 に 各 家 庭 
で も 継続 し て 学習 で きる 環境 を 確保 むす る た め 、 教 育 I C 丁 環境 の 充 
実 及び TI CT 教材 の 導入 を 図る こと 。 

(4) 小 ・ 中 学校 の 了 臨時 休校 措置 に 伴う 学校 関係 労働 者 (学校 給食 セン 
ター 調理 員 、 ス クー ル バ ス 運転 手 等 ) に 対す る 休業 補償 を 行う こと 。 

4 医療 ・ 介 護 サ ービス 提供 体制 の 確保 等 に つい て 

(1) 高齢 者 が 入所 し て いる 施設 等 で 爆発 的 な 感染 拡大 が 発生 し た 場合 
の 対応 に 特 化し た 、 具 体 的 な か マニュアル 等 を 整備 する こと 。 

(2) 介護 施設 の 閉鎖 等 に より 親族 等 の 介護 が 必要 に な っ た 労働 者 に 対 
し 、 小 学校 休業 等 対応 助成 金 と 同様 の 支援 措置 を 講じ る こと 。 

5 地域 経済 対策 に つい て 

(1) 飲食 業 や 宿泊 業 、 旅 客 業 な ど 和 観光 関連 産業 事業 者 に 対し 、 事 業 継 
続 の た め の 設 備 維持 費 や 減 収 に 対す る 助成 制度 の 創設 な ど 、 緊 急 的 
な 経営 安定 対策 を 早急 に 講じ る と と も に 、 迅 速 で 具体 的 な 説明 会 の 
開催 や ワン スト ッ プ 相談 窓口 の 設置 な ど 、 き め 細 や か な 支援 を 講じ 
の 
また 、 世 界 的 に 情勢 が 安定 し 従来 の イン バウ ンド 水準 に 戻る まで 
の 間 、 継 続 的 な 支援 を 講じ る と と も に 、 終 息 後に お ける 観光 客 の 計 
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導 支 援 を 行う こと 。 

(2) 資金 繰り に 箇 し て いる 中 小 企業 ・ 小 規模 企業 者 等 に 対す る 、 利 子 
補給 、 保 証 料 補助 を 実施 する と と も に 、 急 激 に 売上 が 減少 し た 事業 
者 に 対し て は 上 緊急 助成 金 の 給付 に よる 支援 な ど を 行う こと 。 

(3) 農林 漁業 者 に 対し 、 業 種 ご と に 応じ た 経営 安定 対策 を 早急 に 講じ 
Sa tr 

(4) 非 正規 雇用 労働 者 や 生活 弱者 の 減収 に 対す る 支援 を 早急 に 講じ る 
CS 

(5) 東日本 大 震 災 か ら の 復興 事業 に お いて 、 中 国産 の 建築 資材 が 入手 
し に くく な っ て いる こと に 鑑み 、 国 産 資材 の 生産 供給 の 強化 及び 供 
給 時 に お ける 優先 度 の 調整 な ど を 行う こと 。 

(6⑥) 国 の 経済 対策 に つい て 、 固 定 資 産 税 の 減免 や 国民 に 対す る 現金 給 
付 等 様々 な 案 が 検討 され て いる と 人 払 聞 する が 、 固 定 資産 税 は 市 町 村 
財政 を 支え る 安定 ・ 不 可 欠 の 基幹 税 で あり 、 国 の 経済 政策 と し て こ 
を 用 いる の と と の だ なの いおう 0 こま の ぐち 。 

また 、 現 金 給付 や や 商品 券 発行 に 当たっ て は 、 迅 速 に 交付 する と と 
も に 、 市 町 村 に 過度 な 事務 負担 が 生じ る こと の な いよ うに する こと 。 
その 他 

(1) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関す る 国 の 新た な 支援 策 等 に つ 
いて 、 市 町 村 に 対し 迅速 に 情報 伝達 する こと 。 

(2) 市 町 村 の 緊急 対応 策 に つい て 、 財 政 力 の 小さ い 町 村 に 対し て は 特 
に 手厚い 財政 支援 を 講じ る と と も に 、 小 規模 町 村 に 対し て は 人 的 支 
援 も 講じ る こと 。 





その 他 資 料 
教育 委員 会 


「II. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ド 
ライ ン 」 の 改訂 に つい て (報告 ) 


【 要 旨 】 

令 和 2 年 4 月 1 日 付け で 文部 科学 事務 次 官 か ら 臨 時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 
の 改訂 の 通知 ( 別 添 ) が あり まし た 。 

本 県 に お いて は 、 未 だ 感染 が 確認 され て いな い 状 況 に ある こと か ら 、 県 立 学校 に お い 














て は 、3 月 25 日 付け 教育 長 通 知 「 令 和 2 年 度 に お ける 教育 活動 の 再開 等 に つい て 」 に 基 
づい て 対応 する よう 、4 月 2 日 付け で 県 立 学校 長 に 通知 し まし た こと を 報告 いた し ます 。 
併せ て 、 同 通知 を 市 町 村 教育 要員 会 に も 通知 し て お り ま す 。 


























令 和 2 年 4 月 1 日 付け 2 文科 初 第 3 号 文部 科学 事務 次 官 通 知 「I. 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 」( 改 訂 版 ) の 主 な 内 容 
1 臨時 休業 の 実施 に か か る 考え 方 に つい て 
(1) 児童 生徒 等 又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 学校 に つい て 
都 道 府 県 等 の 衛生 主管 部 局 と 学校 内 に お ける 活動 の 態様 、 接 触 者 の 多喜 、 地 域 に お 
ける 感染 拡大 の 状況 、 感 染 経 路 の 明 告 等 を 確認 し 十分 相談 の 上 、 判 断 す る こと 。 
この 場合 、 学 校内 に 既に 感染 が 拡大 し て いる 可能 性 や 今後 拡大 する 可能 性 に つい て 、 
個別 の 事情 を みな が ら 判 断 す る こと 。 
(2) 感染 者 が いな い 学 校 も 含め た 、 地 域 一 斉 の 臨時 休業 等 の 考え 方 に つい て 
ア 学校 運営 上 の 工夫 に つい て 
児童 生徒 等 や 教職 員 が 通学 ・ 通 勤 に 電車 等 の 公共 交通 機関 を 利用 し て いる 場合 に 
は 、 時 差 通学 ・ 出 勤 や 分 散 意 校 等 の 工夫 を 検討 する こと も 考え られ る こと 。 
イ 臨時 休業 を する 場合 の 考え 方 に つい て 
「 感 染 拡 大 般 戒 地域 」 に お いて は 、 そ の 地域 内 の 学校 の 一 斉 臨 時 休業 も 選択 肢 と 
し て 検討 すべ き で ある こと 。 
2 学習 指導 に 関す る こと 
(1) 家庭 学習 に 関す る こと 
学習 に 著しい 遅れ が 生じ る こと の な いよ う 、 可 能 な 限り 、 家 庭 学習 を 課す 等 の 必要 
な 措置 を 講じ る な ど 配 慮 する こと 。 
(2) 登校 日 の 設定 に つい て 
児童 生徒 の 学習 状況 の 確認 や 補習 等 の 学習 指導 、 生 徒 指導 、 健 康 和 観察 を 適切 に 行 う 
観点 か ら 、 登 校 日 を 適切 に 設定 する こと も 考え られ る こと 。 
(3) その 他 の 指導 の 工夫 に つい て 
児童 生徒 の 学習 状況 の 確認 等 の た め の 家 庭 訪問 や 、 体 調 面 に も 配慮 し た 上 で 特に 配 
慮 を 要する 児童 生徒 に つい て は 登校 さす せ た り する な どの 工夫 も 考え られ る こと 。 











































































































































































































3 子供 の 居場所 確保 に 関す る こと 

当該 学校 を 臨時 休業 と し た 趣旨 を 踏ま え 、 児 童 生 徒 等 の 間 で の 感染 拡大 リス ク を 考慮 
し 、 慎 重 に 判断 する 必要 が ある 。 

その 上 で 、 人 的 体制 の 確保 や 学校 の 教室 等 の 活用 等 を 実施 する 場合 に は 、 一 斉 臨 時 休 
業 期 間 中 の 対応 と し て 示し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 防止 の た め の 小 学校 等 の 
臨時 休業 に 関連 し た 放課後 児童 クラ ブ 等 の 活用 に よる 子ども の 居場所 の 確保 に つい て 
(依頼 )」( 令 和 2 年 3 月 2 日 付け 文部 科学 省 初等 中 等 教育 局長 ほか 連名 通知 ) の 例 を 参 
照 し た 対応 を 行う こと 。 









































































































































【 担 当 学校 教育 課 総括 課長 中 川 内線 (6163)】 

















(Uy 


各 県 立 学校 長 様 
※ 各 教育 事務 所 長 、 各 市 町 村 教 育 委員 会 
教育 長 あて 参考 送付 済 
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学校 教育 課 総括 課長 











「IL. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る 
ガイ ドラ イン 」 の 改訂 に つい て 
この こと に つい て 、 別 添 ( 写 ) の と お り 、4 月 1 日 付け で 文部 科学 事務 次 官 か ら 通 知 が 
あり まし た 。 本 県 に お いて は 、 未 だ 感染 が 確認 され て いな い 状 況 に ある こと か ら 、 引 き 続 
き 、 3 月 25 日 付け 教育 長 通知 「 令 和 2 年 度 に お ける 教育 活動 の 再開 等 に つい て 」 の と お り 
の 対応 と し ます の で 、 貴 校 職 員 、 児 童 生 徒 及 び 保 護 者 へ 周知 願い ます 。 
な お 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に つい て は 、 日 々 状況 が 変化 し て いる こと か ら 、 今 後 、 
対応 を 変更 する 場合 も ある こと を 申し 添え ます 。 















































【 担 当 】 

高校 教育 担当 主任 指導 主事 亀山 丈 
TEL 019-629-6140 

FAX 019-629-6144 


E-mail kameyama-jo の pref.iwate.]p 
































特別 支援 教育 担当 主任 指導 主事 麻原 
TEL 019-629-6142 
FAX 019-629-6144 


E-mail j-fujiwara@pref.iwate.jp 









































2 文科 初 第 3 号 
令 和 2 年 4 月 1 日 


者 道府県 ・ 指 定 者 市 教育 委員 会 教育 長 
各 都 道府県 知 事 
附属 学校 を 置く 各国 公立 大 学 法 人 の 長 
各 文 部 科学 大 臣 所 轄 学校 法人 理事 長 殿 
構造 改革 特別 区 域 法 第 1 2 条 第 1 項 の 認定 を 
受け た 各地 方 公共 団体 の 長 
厚 生 労 働 事 務 次 官 


文部 科学 事務 次 官 
藤 原 





「II. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る 
ガイ ドラ イン 」 の 改訂 に つい て (通知 ) 


令 和 2 年 度 に お ける 学校 の 教育 活動 の 再開 等 の 考え 方 に つい て は , 令 和 2 年 3 月 24 日付 
け 元 文科 初 第 1780 号 文部 科学 省 事務 次 宮 通 知 (「 令 和 2 年 度 に お ける 小学 校 , 中 学校 , 高等 
学校 及び 特別 支援 学校 等 に お ける 教育 活動 の 再開 等 に つい て (通知 )」) に より お 示し し た と 
ころ で す が , 4 月 1 日 の 新型 コロ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 家 会 議 の 提言 等 を 踏ま えて , 同 
通知 の 別 添 「H. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し た 了 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イ 
ン 」 を, 別紙 の と お り 改 訂 し まし た の で , お 知ら せ し ま す 。 


都 道 府 県 ・ 指 定 都市 教育 委員 会 に お か れ て は 所 管 の 学校 (高等 課程 を 置く 専修 学校 を 含み , 
大 学 及び 高等 専門 学校 を 除く 。 以 下 同じ 。) 及び 城内 の 市 区 町 村 教 育 委員 会 に 対し て , 都 道 
府県 私 立 学校 主管 部 課 に お か れ て は 所 轄 の 学校 法人 等 を 通じ て , その 設置 する 学校 に 対し 
て , 国 公立 大 学 法人 に お か れ て は その 設置 する 附属 学校 に 対し て , 文部 科学 大 臣 所 乾 学 校 法 
人 に お か れ て は その 設置 する 学校 に 対し て , 構造 改革 特別 区 域 法 (平成 14 年 法律 第 189 号 ) 
第 12 条 第 1 項 の 認定 を 受け た 地方 公共 団体 の 学校 設置 会 社 担 当 課 に お か れ て は 所 轄 の 学校 
設置 会 社 及び 学校 に 対し て , 厚生 労働 省 に お か れ て は 所 管 の 高等 課程 を 置く 専修 学校 に 対 
し て 周知 され る よう に お 願い し ます 。 


な お , 本 通知 は , 地方 公共 団体 に つい て は , 地方 自治 法 (昭和 22 年 法律 第 67 号 ) 第 245 
休 の 4 第 1 項 の 規定 に 基づく 技術 的 助言 及び 地方 教育 行政 の 組織 及び 運営 に 関す る 法律 

(昭和 31 年 法律 第 162 号 ) 第 48 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 指導 ・ 助 言 で ある こと を 申し 添 
えま す 。 


ぐ 本 件 連絡 先 > 
文部 科学 省 :03-ー5253 一 41 1 1 (代表 ) 


〇 保健 管理 に 関す る こと 
初等 中 等 教育 局 健康 教育 ・ 食 育 課 (内 2918) 
〇 学習 指導 に 関す る こと 
初等 中 等 教育 局 教育 課程 (内 2367) 
〇 教科 和書 の 取扱 い に 関す る こと 
初等 中 等 教育 局 教科 書 課 (内 2 4 1 1 ) 
〇 学校 給食 に 関す る こと 
初等 中 等 教育 局 健康 教育 ・ 食 育 課 (内 2 6 94) 


〇 非常 勤 職 員 等 の 業務 体制 の 確保 に 関す る こと 
・ 公 立 学校 に つい て 初等 中 等 教育 局 初等 中 等 教育 企画 
・ 私立 学校 に つい て 高等 教育 局 私 学部 私 学 行政 課 (内 


課 (内 2 
2532 
〇 子供 の 居場所 確保 に 関す る こと 
・ 保 健 管理 に つい て 初等 中 等 教育 局 健康 教育 ・ 食 育 課 (2 9 18) 
・ 財 産 処 分 手続 に つい て RR 文教 施設 企画 ・ 防 災 部 施設 助成 課 
内 2 464) 


〇 幼稚 園 の 預かり 保育 に 関す る こと 

初等 中 等 教育 局 幼児 教育 課 (内 3 1 36) 
〇 私 立 学校 に 関す る こと 

高等 教育 局 私 学部 私 学 行政 課 (内 2 5 3 2) 
〇 国立 大 学 附属 学校 に 関す る こと 

総合 教育 政策 局 教育 人 材 政策 課 (内 3 4 9 8) 
〇 公立 大 学 附属 学校 に 関す る こと 

高等 教育 局 大 学 振 興 課 (内 3 3 7 0) 
〇 専修 学校 に 関す る こと  . 

総合 教育 政策 局 生涯 学習 推進 課 (内 2 9 3 9) 





II. 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す る ガイ ドラ イン 
( 令 和 2 年 4 月 1 日 改訂 版 ) 


1. 臨時 休業 の 実施 に か か る 考え 方 に つい て 
( 1 ) 児童 生徒 等 又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 学校 の 臨時 休業 の 考え 方 に つい て 


児童 生徒 等 又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 場合 に は , 都 道 府 県 等 の 衛生 主管 部 局 と 
学校 内 に お ける 活動 の 態様 , 接触 者 の 多 察 , 地域 に お ける 感染 拡大 の 状況 , 感染 経 
路 の 明 否 等 を 確認 し つつ , これ ら の 点 を 総合 的 に 考慮 し , 臨時 休業 の 必要 性 に つい 
て 都 道 府 県 等 の 衛生 主管 部 局 と 十分 相談 の 上 , 実施 の 有無 , 規模 及び 期間 に つい て 
判断 する こと に な り ま す 。【 参 考 資 料 参照 】 

※ 学 校 保健 安全 法 (昭和 33 年 法律 第 56 号 
(臨時 休業 ) 

第 20 条 学校 の 設置 者 は , 感染 症 の 予防 上 必要 が ある と き は , 了 臨時 に , 学校 の 全部 また は 一 部 
の 休業 を 行う こと が で きる 。 
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この 場合 , 感染 の 事実 や 感染 者 の 人 数 の み で 臨時 休業 を 判断 する の で は な く , 学 
校内 に 既に 感染 が 拡大 し て いる 可能 性 や 今後 拡大 する 可能 性 に つい て , 個別 の 事情 
を みな が ら , 臨時 休業 すべ きか 舎 か を 判断 し ます 。 具体 的 に は , 以下 の と お り で す 。 

















ア . 学校 内 に お ける 活動 の 熊 
感染 者 が , 学校 内 で どの よう な 活動 を 行っ て いた か を 確認 し ます 。 屋外 で 主 
に 活動 し て いた 場合 と , 狭い 室内 で 特定 の 少 人 数 で 過ごし て いた 場合 , 不 特定 
多数 と の 接触 が あり 得 た 場合 な ど , 活動 の 態様 に よっ て 感染 を 広め て いる お そ 
れ は 異な っ て くる こと か ら , 感染 者 の 校内 で の 活動 状況 な ど を 確認 し ます 。 



































イ . 接触 者 の 多 宴 
上 記 「 ア .」 と 同様 , 不 特定 多数 と の 接触 が あっ た 場合 な ど は 感染 を 広め て い 
る お それ が 高まる こと か ら , 接触 者 の 多 寮 を 確認 し ます 。 











ウ . 地域 に お ける 感染 拡大 の 状況 
地域 に お いて , 感染 者 が 出 て いな い 場 合 や , 地域 に お ける 感染 経路 が すべ て 
判明 し て いて , 学校 関係 者 と は 接点 が 少な い 場 合 な ど に は , 学校 の 臨時 休業 を 
実施 する 必要 性 は 低い と 言え ます 。 
































エ . 感染 経路 の 明 否 
学校 内 で 感染 者 が 複数 出 た 場合 , 学校 内 で 感染 し た 可能 性 も あり , 臨時 休業 
を 実施 する 必要 性 は 高まり ます 。 




















一 方 , 感染 経路 が 判明 し て お り , 学校 外 で 感染 し た こと が 明らか で あっ て , 
他 の 児童 生徒 等 に 感染 を 広め て いる お それ が 低い 場合 に は , 学校 の 臨時 休業 を 
実施 する 必要 性 は 低い と 言え ます 。 








オ . その 他 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 は 
り , また 感染 者 の 活動 の 態様 




















まだ 解明 され て いな いこ と が 多い 感染 症 で あ 
こよ っ て も 感染 拡大 の 可 上 Eg 性 も 異な っ て くる こと 
な どか ら , 感染 者 数 な ど に よる 一 律 の 学校 の 臨時 体 業 の 基準 を 定め る こと は 困 




















難 で す 。 感染 者 が 発生 し た 場合 に は 上 記 の 点 に 留意 し て 個々 の 事例 ご と に 学校 
の 臨時 休業 の 必要 性 , 実施 する 場合 の 規模 や 期間 に つい て , 衛生 主管 部 局 と 十 
分 に 相談 の 上 , 検討 し て くだ さい 。 

















(2) 感染 者 が いな い 学 校 も 含め た , 




















地域 一 斉 の 臨時 休業 等 の 考え 方 に つい て 


現在 , 地域 に よっ て は , 新規 感染 者 数 や 感染 経路 が 明らか で な い 感 染 者 が 急激 に 














増加 し て いる 地域 も ! 





て き て いる 状況 で す 。 4 





対策 専門 家 会 議 (以下 , 





に つい て 次 の よう に 示し て お り ま す 。 


「①「 感 染 拡 大 入 戒 地域 」 
〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が . その 1 週間 前 と 比較 し 





て 大 幅 な 増加 が 確認 され て いる が , 





者 急増 ) と 呼べ る ! 
接触 者 外来 の 受診 
認 さ れる 。 


〇 重症 者 を 優先 する 
シテ ィ 等 の 観点 か 
いる 状況 。』 


この よう な 地域 に お 

















オー バー シュ ー ト (p4 肢 注 参照 。 爆発 的 加 





月 1 日 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 


「 専 門 家 会 議 」 と いう 。) の 提言 で は , 「 感 染 拡 大 警戒 地域 」 








ほど の 状況 に 1 は 至っ て いな い 。 また , 直近 1 週間 の 帰国 者 ・ 





に つい て も , その 1 


a を 区 




















週間 前 と 比較 し て 一 定 の 増加 基調 が 確 


っ て も な お , 医療 提供 体制 の キャ パ 





ら , 近い 将来 , 切迫 性 の 高い 状況 又は その お それ が 高まっ て 


いて は , 感染 拡大 を 抑え る 観点 か ら ,「3 つ の 条件 が 同時 に 主 
な る 場 」 * を 避け る た め の 取 組 (行動 変容 ) を 徹底 する た め , 自治 体 首長 か ら , 外 | 
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自粛 要請 や , 集会 ・ イ ベン ト ・ 会 食 な どの 行動 制限 メッ セー ジ の 発信 等 が な され る 
その 際 に は , 学校 の 運営 の あり 方 に つい て も , 以下 の と お 





こと が 考え られ ます が , 
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tw 





専門 家 会 議 提言 の p4 脚注 に は , 
オー バー シュ ー ト : 欧米 で 見 られ る よう に , 
が 倍増 (3 月 31 日 時 点 で の 東京 で は 8.5 日 毎 





以下 の と お り 記 載 さ れ て いる 。 





爆発 的 な 患者 数 の 増加 の こと を 指す が , 2~3 日 で 累積 患者 数 
に 倍増 ) する 程度 の スピ ー ド が 認め られ る も の を 指す 。 異常 


な スピ ー ド で の 患者 数 増加 が 見 込ま れる た め , 都市 の 封鎖 いわ ゆる ロッ クダ ウン を 含む 速やか な 対策 を 必要 


と する 。 














「3 つの 条件 が 同時 に 重なる 場 」 : これ まで 集団 感染 が 確認 され た 場 に 共通 する 「①⑰① 換 気 の 悪 い 密 閉 空 間 , ② 人 
が 密集 し て いる , ③ 近 距離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる 」 と いう 3 つの 条件 が 同時 に 重なっ た 場 の こと 。 




















り 検 討 す る 必要 が ある と 考え られ ます 。 





1 ) 学校 運営 上 の 工夫 に つい て 

学校 へ の 通学 に あたっ て , 電車 等 の 公共 交通 機関 を 利用 し て いる 場合 に は , も 

っ ぱら 徒歩 圏内 か ら 通 学 し て いる 場合 と は 上 異なり, 通学 中 に 児童 生徒 等 に 感染 が 
生じ た り , 児童 生徒 等 か ら 感 染 が 拡大 し た りす る 可能 性 が 高まり ます 。 こ の た め , 
通学 に 電車 等 の 公共 交通 機関 を 利用 し て いる 場合 に は , 時 差 通学 や 分 散 倒 校 等 の 
工夫 に つい て 検討 する こと も 考え られ ます 。 同様 に , 教職 員 が 通勤 に 公共 交通 機 
関 を 利用 し て いる 場合 に お いて も , 時 差出 勤 等 の 工夫 に つい て 検討 する こと が 考 
えら れ ま す 。 
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2) 臨時 休業 を する 場合 の 考え 方 に つい て 

4 月 1 日 に 示さ れ た 専門 家 会 議 の 提言 で は , 「 感 染 拡大 警戒 地域 」 に お いて は 

「 そ の 地域 内 の 学校 の 埋 臣 時 休業 も 選択 肢 と し て 検討 すべ き で ある 」 と され て 
いま す 。 

この こと も 踏ま え , 地域 の 感染 状況 に 応じ て , 自治 体 の 首長 が 地域 全体 の 活動 
自粛 を 強化 する 一 環 と し て , 学校 の 設置 者 に 臨時 休業 を 要請 する こと も 考え られ 
ます 。 この 場合 に は , 他 の 社会 ・ 経 済 活 動 の 一 律 自 粛 と 合わ せ て 行う こと に より , 
その 効果 が 発現 され る よう 留意 する こ と が 必要 で す 。 



















































































な お , 今後 , 日 本 の どこ か の 地域 で 「 オ ー バ ーシュ ー ト 」 (爆発 的 患者 急増 ) が 
生じ た 場合 に は , 3 月 19 日 に 専門 家 会 議 で 示さ れ た 見 解 に 基づき 対応 する こと と 














(参考 ) 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 ( 令 和 2 年 3 月 19 日 新 
型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 専門 家 会 議 ) (抜粋 ) 





II . 状 況 分 析 等 











7. 地域 ご と の 対応 に 関す る 基本 的 な 考え 方 

今後 , 日 本 の どこ か で オー バー シュ ー ト が 生じ た 場合 に は , 地域 ご ど と に 断続 的 に 発 
生 し て いく こと と が 想定 され ます 。 こ うし た 状況 下 で は , 社会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最 
小 限 と し な が ら , 感染 拡大 防止 と クラ スタ ー 連 鎖 防止 の 効果 を 最大 限 に し て いく 観点 
か ら , 地域 の 感染 状況 別に バラ ンス を と っ て 必要 な 対応 を 行っ て いく 必要 が あり ま 
すず 。 

感染 状況 が 拡大 傾向 に ある 地域 で は , まん 延 の お それ が 高い 段階 に な ら な いよ う 
(に , まず は , 地域 に お ける 独自 の メッ セー ジ や アラ ー ト の 発出 や 一 律 自粛 の 必要 性 に 
つい て 適切 に 検討 する 必要 が あり ます 。 そ の 場合 , 社会 ・ 経 済 活動 へ の 影響 も 考慮 し , 
導入 する 具体 的 な 自粛 内 容 、 タイ ミング, 導入 後 の 実施 期間 な ど を 十分 に 見 極め , 特 
に 「 感 染 拡大 が 急速 に 広まり そう な 局面 ] や 「 地 域 」 において, その 危機 を 乗り 越え 
られ る まで の 期間 に 限っ て 導入 する こと を 基本 と すべ きだ と 考え ます 。 












































8. 学校 等 に つい て 

政府 は , 2 月 27 日 に , 全国 の 小 中 高 ・ 特 別 支援 学校 の 一 斉 臨 時 休校 を 要請 し まし 
た 。 学校 の 一 斉 休校 に つい て は , 3. で 触れ た よう に , 北海 道 に お いて は 他 の 取組 と 
相まって 全体 と し て 一 定 の 効果 が 現れ て いる と 考え ます が , 学校 の 一 斉 休校 だ け を 取 
り 出 し 「 ま ん 延 防止 」 に 向け た 定量 的 な 効果 を 測定 する こと は 困難 で す 。 

また , この 感染 症 は , 子ども は 重症 化す る 可能 性 が 低い と 考え られ て いま す 。 一 方 
で は , 中 国 等 で は 重症 化し た 事例 も 少数 例 な が ら 報 告 さ れ て お り , 更に , 一 般 に は 重 
症 化 し に くい 特性 か ら , 無 症 状 又 は 症状 の 軽い 子ども た ち が , 高齢 者 等 を 含む 家族 内 
感染 を 引き 起こ し , クラ スタ ー 連 鎖 の きっ か け と な る 可能 性 な ど を 指摘 する 海外 論文 
な ども 見 られ て お り , 現時 点 で は , 確たる こと は 言え な い 状 況 で ある と 考え て いま す 。 
た だ し , 上 記 7. の 「 感 染 状況 が 拡大 傾向 に ある 地域 」 で は , 一 定期 間 , 学校 を 休校 
に する こと ゃ 一 つの 選択 肢 と 考え られ ます 。 (下線 は 文部 科学 省 ) 
























































2. 学習 指導 に 関す る こと 


(1) 家庭 学習 に つい て 
臨時 休業 期間 中 に 児童 生徒 が 授業 を 十分 に 受け る こと が で き な い こと に よっ て , 
学習 に 著しい 遅れ が 生じ る こと の な いよ う , 可能 な 限り , 家庭 学習 を 課す 等 の 必 
要 な 措置 を 講じ る な ど 配 慮 する こと 。 特に, 臨時 休業 が 長期 に わた り , 令 和 2 年 

























































































度 の 教育 課程 の 実施 に 支障 が 生じ る 場合 に は , 主たる 教材 で ある 教科 書 に 基づく 
家庭 学習 を 臨時 休業 期間 中 に 課す よう , 工夫 が 求め られ る こと 。 

その 際 , 児童 生徒 の 家庭 学習 が 円 滑 に 進む よう , 学校 及び 児童 生徒 の 実態 等 を 
踏ま えて , 教科 書 と 併用 で きる 適切 な 教材 を 提供 いた だ く こ と が 重要 で ある こと 。 
文部 科学 省 に お いて も , 児童 生徒 の 円 滑 な 家庭 学習 を 支援 する 教材 等 を 「 子 供 の 
学び 応援 サイ ト 」 * に 随時 掲載 し て お り , 家庭 学習 を 課す 際 に 本 サイ ト を 活用 いた 
だ く こ と も 考え られ る こと 。 


































































































(2) 登校 日 の 設定 に つい て 
家庭 学習 を 課す こと に 加え て , 各 学 校 が 児童 生徒 の 学習 状況 の 確認 や 補習 等 の 
学習 指導 を 適切 に 行う と と も に , 生徒 指導 , 児童 生徒 等 の 健康 観 祭 を 適切 に 行う 
観点 か ら , 児童 生徒 等 や 学校 の 実態 に 応じ て 登校 日 (授業 日 を 含む 。 以下 同じ 。) 
を 適切 に 設定 する こと も 考え られ る こと 。 そ の 際 に は , 例え ば , 児童 生徒 等 を 分 
散 さ せ て 登校 させ , 人 が 密集 し な い 環 境 を 確保 する 等 , 最大 限 の 感染 拡大 防止 の 
た め の 措 置 等 を 講じ る こと 。 




































































(3 ) その 他 の 指導 の 工夫 に つい て 
また , 登校 日 以外 の 日 に お いて も , 児童 生徒 の 学習 状況 の 確認 等 の た め の 家 庭 
訪問 を 行っ た り , 体調 面 に も 配慮 し た 上 で 特に 配慮 を 要する 児童 生徒 な ど 一 部 の 
児童 生徒 に つい て は 登校 させ た りす る な ど , きめ 細か な 対応 の た め の 工 夫 を 行う 
こと も 考え られ る こと 。 た だ し , その 際 , 教職 員 の 勤務 負担 が 過重 と な ら な いよ 
うに する と と も に , 児童 生徒 及び 教職 員 の 健康 管理 に つい て も 十分 に 留意 する 必 
要 が ある こと 。 


















































3. 教科 書 の 取扱 い に 関 する こと 

入学 や 新 学 期 開始 に 際 し , 給与 する 教科 書 に つい て , 通常 , 入学 式 や 始業 式 等 , 
児童 生徒 の 登校 日 の 際 に 給与 する こと と され て いる が , 出席 停止 や 臨時 休業 等 , 児 
童 生徒 や 各 学 校 の 状況 に 応じ て , 例え ば 保護 者 の み を 対象 と し た 学校 説明 会 等 の 場 
を 活用 し て 給与 する 等 , 各 学 校 に 納入 され た 教科 書 が 遅滞 な く 児 童 生 徒 に 給与 され 
る よう 対応 する こと 。 









































4. 学校 給食 休止 へ の 対応 に 関す る こと 
臨時 休業 に 伴い 学校 給食 を 休止 する 際 に は , 関係 事業 者 等 と 十分 協議 を 行う な ど , 
関係 者 の 理解 と 協力 を 得 ら れる よう 留意 する こと 。 























5. 非常 勤 職員 等 の 業務 体制 の 確保 に 関す る こと 
学校 の 臨時 休業 に お いて は , 各地 域 や 学校 の 実情 に 応じ , 非常 勤 職員 を 含む 職員 

















3 https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index 00001.htm 











全体 の 働く 場 の 確保 を 図る と と も に , 組織 全体 と し て の 業務 








本 制 の 確保 に 万 全 を 期 





すこ と 。 具 体 的 に は , 授業 が な い 場 合 で あっ て も , 非常 勤 講 師 の 場合 は 授業 準備 や 

















児童 生徒 の 家庭 学習 の 支援 , 学校 用 務 員 の 場合 は 学校 施設 の 



































合 は 給食 調理 場 等 の 清掃 , 消毒 , 寄宿 舎 の 職員 の 場合 は 寄宿 舎 の 清掃 や 消毒 , 寄宿 



































話 繕 , 給食 調理 員 の 場 


に テー 





























舎 運営 に 係る 検討 等 の 業務 , 特別 支援 教育 支援 員 の 場合 は 教材 準備 の 補助 の 業務 等 
を 行う こと が 考え られ , 補助 金 事業 に より 配置 され る 職員 等 を 含め ,、 他 の 職員 に つ 
いて も 休業 期間 中 も 何ら か の 業務 に 携わる こと が 可能 で ある と 想定 され る と ころ 
で あり , 各 教 育 委 員 会 等 に お いて , 当該 非常 勤 職 員 に つい て は その 任用 形態 や 学校 








の 運営 状況 等 を , 補助 金 事業 に より 配置 され る 職員 に つい て は その 補助 目的 を 踏ま 

















えな が ら , 適切 に 対応 する こと 。 

な お , 基本 的 に は 上 記 の 通り 類似 の 業務 を 行う こと に より 対応 する こと が 考え ら 
れる が , これ が 困難 で ある 場合 に は , 例え ば , 本 人 の 同意 を 得 て 業 務 内 容 を 変更 し 
て 新た な 業務 を 行わ せる こと な ど , 適切 に 対応 する こと が 考え られ る こと 。 











6. 子供 の 居場所 確保 に 関す る こと 


「1. 臨時 休業 の 実施 に か か る 考え 方 に つい て 」 に 基づき 了 臨時 休業 を 行う 場合 
は , 保護 者 が 休暇 を 取得 する な どの 協力 が 必要 と な る が , 子供 の 居場所 確保 に 向 
た 取組 を 行う か どう か に つい て は , 当該 学校 を 臨時 休業 と し た 趣旨 を 踏ま え , 児 
生徒 等 の 間 で の 感染 拡大 リス ク を 考慮 し , 慎 
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ほ に 判断 する 必要 が ある 。 








その 上 で , 子供 の 居場所 確保 に 向け た 人 的 体制 の 確保 や 学校 の 教室 等 の 活用 等 を 
実施 する 場合 に は , 一 斉 了 臨時 休業 期間 中 の 対応 と し て 示し た 
感染 症 防止 の た め の 小 学校 等 の 臨時 休業 に 関連 し た 放課後 児童 クラ ブ 等 の 活用 に 
よる 子ども の 居場所 の 確保 に つい て (依頼 ) 」 ( 令 和 2 年 3 
初等 中 等 教育 局長 ほか 連名 通知 ) の 例 を 参照 し た 対応 を 行う こと 。 そ の 際 , 以下 の 






































点 に は 特に 留意 する こと 。 








( 1 ) 学校 の 教室 等 の 活用 























「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
























































月 2 日 付け 文部 科学 省 


学校 の 臨時 休業 に 伴い , 放課後 児童 クラ ブ , 放課後 等 デイ サー ビス に お いて 通 
常時 より 利用 児童 の ニー ズ が 高まる こと が 考え られ る た め , 鶴 集 性 を 回 避 し 感染 
を 防止 する こと 等 か ら , 一 定 の スペ ー ス を 確保 する こと が 必要 で ある 。 

この た め , 教室 , 図書 館 , 体育 館 , 校庭 等 が 利用 可能 で ある 場合 は , 国庫 補助 

















を 受け て 整備 し た 学校 施設 を 使用 する 場合 で あっ て も 財産 処分 に は 該当 せ ず , 手 

















続 は 不要 で あり , 積極 的 に 施設 の 活用 を 推進 する こと 。 
また , 放課後 等 デイ サー ビス に つい て も , 学校 の 臨時 休業 期間 に お いて は , 放 
































課 後 等 デイ サー ビス 事業 所 7 











* 学 校 施設 を 活用 し て サー ビス を 提供 し た 場合 で も 報 


























酬 を 請求 する こと を 認め る の で , 教室 , 図書 館 , 体育 館 , 校庭 等 が 利用 可能 で あ 

















る 場合 は , 積極 的 に 施設 の 活用 を 推進 する こと 。 


(2) 給食 提供 機能 の 活用 






































子供 の 居場所 確保 に あたり , 児童 生徒 等 に 対し て 学校 給食 の 調理 場 や 調理 員 を 活 
用 し て 昼食 を 提供 する こと も 工夫 の 一 つと 考え られ , 地域 の 実情 や ニー ズ に 応じ て 
対応 を 判断 いた だ きた いこ と 。 





7. 幼稚 園 を 臨時 休業 する 場合 の 預かり 保育 等 の 提供 に 関す る こと 

「1. 臨時 休業 の 実施 に か か る 考え 方 に つい て 」 に 基づき 幼稚 園 の 臨時 休業 を 行 
う 場 合 に は , 幼稚 園 は 一 人 で 家 に いる こと が で き な い 年 齢 の 幼児 が 利用 し て いる こ 
と を 踏ま え , 感染 拡大 防止 の た め の 万全 の 対策 を 講じ た 上 で の 預かり 保育 の 提供 等 
を 通じ て , 保育 を 必要 と する 幼児 の 居場所 確保 に 向け た 取組 を 検討 いた だ きた いこ 
と 。 
特に , 子ども ・ 子 育て 支援 新制 度 や 幼児 教育 ・ 保 育 の 無償 化 に お いて 保育 の 必要 
性 の 認定 を 受け て いる 幼児 で あっ て , 保護 者 が 医療 関係 等 で 仕事 を 休め な い 場 合 な 
ど に つい て は 積極 的 な 対応 を 検討 いた だ きた いこ と 。 

これ ら の 凡 場 所 確保 の 取組 に 当たっ て 昼食 を 提供 する こと も 工夫 の 一 つと 考え 
られ る た め , 地域 の 実情 や ニー ズ に 応じ て 対応 を 判断 いた だ きた いこ と 。 






























































感染 者 が 判明 し た 学校 の 臨時 休業 の 
考え 方 


半生 徒 等 又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 場 





く 児 童 生徒 等 > 


・ 当 該 児 童 生徒 等 に つい て , 学校 保健 安全 法 第 
19 条 に 基づく 出席 停止 

・ 他 の 児童 生徒 等 に つい て , 濃厚 接触 者 に あたる 
と 特定 され た 場合 , 同 条 に 基づく 出席 停止 


< 学校 > 

・ 設 置 者 は , 都 道 府 県 等 の 衛生 主管 部 局 と 
学校 内 に お ける 活動 の 態様 , 
接触 者 の 多 夏 , 
地域 に お ける 感染 拡大 の 状況 , 
感染 経路 の 明知 等 
を 確認 し つつ , これ ら の 点 を 総合 的 に 考慮 し , 
臨時 休業 の 必要 性 に つい て 十分 相談 








L 0 {tv _t 





感染 し た 児童 生 学校 の 全部 又は 
徒 等 及び 濃厚 接 一 部 の 臨時 休業 


触 者 の 出席 停止 








感染 者 が いな い 学 校 も 含め た , 地域 一 斉 の 臨 


時 休業 の 考え 方 








地域 に お ける 新規 感染 者 数 や 感染 経路 が 明らか 
で な い 感 染 者 が 急増 等 
(「 感 染 拡 大 警戒 地域 」) 








る 


・ 感 染 拡大 を 抑え る 観点 か ら 「 3 つの 条件 が 同時 


に 重なる 場 」 を 避け る た め の 取 組 (行動 変容 ) 
を 徹底 


治 体 首 長 が , 外出 自粛 要請 , 集会 イベ ン 
ト ・ 会 食 な どの 行動 制限 メッ セー ジ の 発信 


を 


首長 が 地域 全体 の 活動 自 


粛 を 強化 する 一 環 と し て 要 


三 圭 
月 
































公共 交通 機関 を 
通学 等 に 利用 し て 
いる 場合 , 時 差 
通学 や 分 散 登校 
等 の 工夫 も 考え ち 臨時 休業 を 実施 
9 ※ 適 家 登 校 日 を 設定 3 














る な どの 対応 も 可 
臨時 休業 
実施 せ ず 


※ な お , 今後 , 日 本 の どこ か の 地域 で , 爆発 的 に 患者 が 急 
増す る 状況 で ある 「 オ ー バ ーシュ ー ト 」 が 生じ た 場合 に 
は , 別途 , 国 か ら その 発生 状況 や 必要 な 対応 を 示す こと 
と な っ て いま す 。 





